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門の話題長
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新
清
掃
工
場
「
は
な
も
ゆ
」
火
入
れ
式


ご
み
の
焼
却
は
広
域
処
理
で


　


萩
市
山
田
に
建
設
中
の
新
清
掃


工
場
「
は
な
も
ゆ
」
の
火
入
れ
式


が
12
月
17
日
（水）
に
行
わ
れ
、
関
係


者
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。


　
「
は
な
も
ゆ
」
は
、
萩
・
長
門


清
掃
一
部
事
務
組
合
に
よ
り
平
成


24
年
度
か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て


き
ま
し
た
。
処
理
能
力
は
、
１
日


あ
た
り
104
ト
ン
で
、
萩
市
・
長
門


市
・
阿
武
町
で
の
広
域
処
理
を
行


い
ま
す
。


　


式
で
は
、
管
理
者
の
野
村
興
兒


萩
市
長
、副
管
理
者
の
大
西
市
長
、


施
工
者
の
日
立
造
船
㈱
の
古
川
実


取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
り
点


火
さ
れ
ま
し
た
。


　


今
年
１
月
５
日
か
ら
、
可
燃
ご


み
の
搬
入
が
始
ま
り
ま
し
た
。


市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル


市
民
協
働
を
啓
発
し
、
広
め
る


　


１
月
６
日
（火）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が


と
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
長
門


市
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り


ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が


行
わ
れ
ま
し
た
。


　


表
彰
式
で
大
西
市
長
は
「
素
晴


ら
し
い
作
品
を
出
し
て
い
た
だ
き


あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
展
示


し
て
市
民
協
働
を
広
め
て
い
き
た


い
」
と
述
べ
ま
し
た
。


　


最
優
秀
賞
に
は
岡
本
公
平
さ
ん


（
大
津
緑
洋
高
等
学
校
２
年
）
が


選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
優
秀 


賞
に
は
中
澤
咲
乃
さ
ん
（
菱
海
中


学
校
３
年
）、
中
野
さ
く
ら
さ
ん


（
浅
田
小
学
校
５
年
）
中
村
優
佑


さ
ん
（
日
置
小
学
校
４
年
）
が
選


ば
れ
ま
し
た
。


仙
崎
市
場
と
長
門
地
方
卸
売
市
場
で
初
競
り


農
水
産
業
か
ら
長
門
を
元
気
に


　


１
月
５
日
（月）
未
明
、
仙
崎
市
場


で
初
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


　


藤
田
昭
夫
山
口
県
漁
協
長
門
統


括
支
店
運
営
委
員
長
が
「
水
産
の


ま
ち
仙
崎
の
元
気
を
取
り
戻
し
、


長
門
を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ


う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
藤


田
運
営
委
員
長
に
よ
る
初
競
り
で


今
年
の
競
り
が
始
ま
り
、
新
鮮
な


魚
や
貝
な
ど
が
次
々
に
競
り
落
と


さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。


　


ま
た
、
長
門
地
方
卸
売
市
場
で


で
も
同
日
朝
、
初
競
り
が
行
わ
れ


ま
し
た
。
長
門
大
津
農
業
協
同
組


合
の
小
田
保
男
組
合
長
が
あ
い
さ


つ
に
立
ち
、「
市
場
を
農
協
と
し


て
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま


し
た
。
カ
ブ
や
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ


ツ
、ネ
ギ
、キ
ュ
ウ
リ
な
ど
が
次
々


競
り
落
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。


▲キクが競りにかかる（長門地方卸売市場）


▲たくさんのイカが競りにかかる（仙崎市場）


▲大西市長と野村萩市長（中央）と古川 CEO（右）が点火


▲表彰式を終えて。右から 3番目が最優秀賞の岡本さん


鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
つ
い
て


発
生
か
ら
の
経
緯


　


昨
年
12
月
29
日
に
長
門
市
で


高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ


が
発
生
し
ま
し
た
。
同
日
21
時


30
分
に
長
門
市
防
疫
対
策
本
部


を
設
置
、
山
口
県
と
協
力
し
て
、


飼
養
さ
れ
て
い
た
ニ
ワ
ト
リ
の


処
分
を
30
日
未
明
か
ら
開
始


し
、
24
時
間
以
内
に
終
え
ま
し


た
。
ま
た
、
鶏
舎
の
防
疫
措
置


も
１
月
１
日
19
時
に
完
了
し
ま


し
た
。


　


発
生
地
点
か
ら
３
km
以
内
が


家
き
ん
（
肉
・
卵
・
羽
毛
な
ど


を
利
用
す
る
た
め
に
飼
育
す
る


鳥
の
こ
と
）
な
ど
の
移
動
制
限
、


10  


km
以
内
が
搬
出
制
限
区
域
と


な
り
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
市
内


の
道
路
に
設
置
し
ま
し
た
。


　


１
月
16
日
に
は
、
移
動
制
限


区
域
の
清
浄
性
確
認
検
査
で


陰
性
の
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
か


ら
、
搬
出
制
限
区
域
が
解
除
さ


れ
ま
し
た
。


　


ま
た
、
１
月
23
日
に
は
、
移


動
制
限
区
域
（
３
km
以
内
）
が


解
除
さ
れ
、
村
岡
嗣
政
山
口
県


知
事
が
今
回
の
高
病
原
性
鳥
イ


ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
終


息
を
宣
言
し
ま
し
た
。


風
評
被
害
を
防
ご
う


　


鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い


て
は
、
こ
れ
ま
で
鶏
肉
や
鶏
卵


を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ


ト
に
感
染
し
た
と
い
う
事
例
の


報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。


　


ま
た
、
現
在
販
売
さ
れ
て
い


る
鶏
肉
や
鶏
卵
は
、
処
理
場
や


包
装
施
設
で
洗
浄
や
消
毒
な
ど


の
安
全
の
た
め
の
措
置
が
講
じ


ら
れ
て
お
り
、
食
鳥
検
査
法
に


基
づ
き
、
厳
し
い
基
準
に
合
格


し
た
も
の
だ
け
が
出
荷
さ
れ
て


い
ま
す
。


　


ど
う
ぞ
長
門
市
産
の
鶏
肉
や


鶏
卵
を
、
安
心
し
て
お
召
し
上


が
り
く
だ
さ
い
。


▲防疫対策本部の会議のようす（12月 29日）


油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
公
演


魂
の
こ
も
っ
た
演
技
で
魅
了


　


12
月
21
日
（日）
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


で
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の


第
13
回
定
期
公
演
「
二
人
を
つ
な


ぐ
ペ
ン
ダ
ン
ト
」
が
上
演
さ
れ
ま


し
た
。
こ
の
日
は
２
回
の
公
演
が


行
わ
れ
、
約
１
、０
０
０
人
の
観


客
が
来
場
し
ま
し
た
。


　


物
語
は
、
主
人
公
の
ハ
ル
が
交


通
事
故
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
場
面


か
ら
始
ま
り
ま
す
。
家
族
に
お
別


れ
を
し
た
い
ハ
ル
は
、
も
う
一
度


人
間
の
世
界
に
戻
り
、
そ
こ
か
ら


様
々
な
展
開
を
見
せ
る
愛
と
友
情


の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。


　


小
学
生
か
ら
高
校
生
30
人
と
大


人
２
人
が
出
演
し
た
ス
テ
ー
ジ


は
、
魂
の
こ
も
っ
た
演
技
で
観
客


を
魅
了
し
ま
し
た
。


▲フィナーレのようす


▲新清掃工場「はなもゆ」の外観
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山
口
県
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
温
泉
と
し


て
知
ら
れ
て
い
る
湯
本
温
泉
。
平
成
18
年
10
月


に
「
恋
人
の
聖
地
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
恋
叶


う
ま
ち
湯
本
温
泉
を
流
れ
る
音
信
川
に
は
、
温


か
く
も
美
し
い
恋
伝
説
が
残
り
ま
す
。


　


湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合
青
年
部
で
部
長
を


務
め
る
伊
藤
さ
ん
は
、
毎
年
２
月
の
第
２
土
曜


日
に
恋
人
の
聖
地
に
ち
な
ん
だ
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
花


火
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。


　


冬
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
き
た
こ
の
イ


ベ
ン
ト
。
花
火
は
も
ち
ろ
ん
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト


フ
ォ
ン
デ
ュ
や
コ
コ
ア
な
ど
温
か
い
も
の
で
の


お
も
て
な
し
や
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ラ


イ
ブ
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。


　
「
毎
年
天
候
に
泣
か
さ
れ
て
い
る
。
趣
向
を


変
え
た
今
回
は
、
天
候
の
良
い
中
で
開
催
し
た


い
」
と
願
う
伊
藤
さ
ん
。


　


イ
ベ
ン
ト
の
見
ど
こ
ろ
は
、
足
湯
の
ラ
イ
ト


ア
ッ
プ
。
当
日
の
２
月
14
日
か
ら
３
月
14
日
ま


で
の
期
間
を
恋
人
月
間
と
し
、
足
湯
を
演
出
。


ま
た
、
今
年
か
ら
会
場
で
の
生
演
奏
を
や
め
、


地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ラ
ブ
ソ
ン
グ
を
中
心
と


し
た
音
楽
を
編
集
依
頼
。Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
流
し
、


訪
れ
た
人
に
素
敵
な
空
間
を
提
供
し
ま
す
。


　


伊
藤
さ
ん
は
「
恋
人
や
夫
婦
、
家
族
な
ど
大


切
な
人
と
足
湯
で
温
ま
り
な
が
ら
寄
り
添
い
、


の
ん
び
り
過
ご
し
て
欲
し
い
」と
提
案
し
ま
す
。


　


温
か
い
お
も
て
な
し
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な


時
間
を
過
ご
す
カ
ッ
プ
ル
が
見
上
げ
る
夜
空


を
、
大
切
な
人
を
想
う
気
持
ち
の
込
め
ら
れ
た


ハ
ー
ト
型
の
花
火
が
彩
り
ま
す
。


門の長 門の


伊藤 就一　いとう しゅういち


昭和 48 年 11 月、深川湯本湯本区生まれ。平成 15 年
に家業である旅館業に就く。同年より湯本温泉旅館協
同組合青年部の一員となって音楽や灯りを使ったイベ
ントを企画し、湯本温泉の活性化のため尽力。平成 26
年 7 月に青年部の部長となる。現在 41 歳。2月 14 日
に行われる「LOVE 花火 in バレンタイン」では、イル
ミネーション点灯式や恋文コンテスト受賞発表のほか、
20時からハート型のメッセージ花火が打ち上げられる。


（
　
）
内
は
所
属
部
隊
（
敬
称
略
）


山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰


功
績
章


西
松
啓
吾
（
俵
山
１
）
鵜
城
学
（
同
）


村
田
真
二
（
三
隅
１
宗
頭
）
梶
川
節


雄
（
日
置
１
）
光
井
修
（
同
）
橋
本


英
利（
油
谷
蔵
小
田
）松
﨑
光
政（
宇


津
賀
角
山
）
三
井
吉
則
（
宇
津
賀
立


石
）
坂
根
輝
彦
（
向
津
具
久
津
）
入


江
博
幸
（
同
）


勤
続
章


入
江
寛
（
本
部
）
谷
村
和
春
（
宇
津


賀
津
黄
）
岡
﨑
敏
明
（
深
川
北
２
）


永
尾
智
之（
日
置
２
）野
中
保
志（
日


置
３
）
田
中
茂
美
（
油
谷
人
丸
）
高


橋
伸
二
（
同
）
松
永
恵
（
油
谷
河
原
）


馬
渡
敬
芳
（
宇
津
賀
角
山
）
吉
村
博


克
（
向
津
具
大
浦
）
大
汐
光
晴
（
向


津
具
本
郷
）
木
原
康
博
（
同
）
松
本


恭
幸
（
向
津
具
川
尻
）
末
永
貴
（
日


置
１
）
藤
嶋
哲
（
日
置
３
）
島
田
茂


（
油
谷
伊
上
）
平
川
祥
之
（
油
谷
蔵


小
田
）
藤
本
清
文
（
向
津
具
本
郷
）


林
優
也
（
同
）
岡
島
幸
也
（
向
津
具


川
尻
）
寺
戸
寛
史
（
同
）


長
門
市
長
表
彰


優
良
団
員
表
彰


田
中
一
夫
（
仙
崎
４
）
松
本
博（
同
）


河
野
共
展（
深
川
北
１
）末
永
修（
同
）


谷
川
修
司
（
深
川
北
３
）
竹
内
卓
三


（
深
川
南
１
）
中
村
伸
夫
（
深
川
南


３
）
山
下
伸
一（
同
）
永
尾
敏
和
（
日


置
２
）
宮
﨑
貢
（
同
）
平
瀬
祐
治
（
宇


平
成
27
年
長
門
市
消
防
出
初
式


津
賀
津
黄
）
井
上
良
助
（
向
津
具
大


浦
）
磯
本
真
司
（
同
）
木
原
康
博
（
向


津
具
本
郷
）
原
田
敏
成
（
同
）


永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状


入
江
寛
（
本
部
）
末
永
信
治
（
同
）


中
村
定
（
仙
崎
２
）
河
野
好
宏
（
深


川
北
１
）
石
村
照
明
（
三
隅
３
）
池


本
和
博
（
油
谷
）
境
谷
知
之
（
油
谷


人
丸
）
宮
﨑
善
弘
（
油
谷
蔵
小
田
）


河
上
幸
男
（
同
）
三
村
隆
信
（
宇
津


賀
）
島
田
章
（
向
津
具
久
津
）
奥
藤


義
貞
（
同
）
金
山
義
人
（
同
）
藤
永


裕
明
（
向
津
具
田
久
道
）


長
門
市
消
防
団
長
表
彰


精
勤
賞


山
下
雄
二
（
通
２
）
藤
井
大
介
（
仙


崎
２
）
村
上
孝
志
（
同
）
市
川
博
一


（
仙
崎
３
）市
川
聡（
同
）舛
谷
暢（
同
）


吉
津
隆
史
（
仙
崎
４
）
林
範
真
（
同
）


古
田
勉
（
同
）
和
田
泰
隆
（
同
）
石


原
大
資（
深
川
北
１
）山
本
道
善（
同
）


山
田
高
大
（
深
川
北
２
）
石
川
修
一


（
同
）
河
野
真
治
（
深
川
北
３
）
前


野
安
則
（
同
）
椎
葉
雅
行
（
同
）
井


上
辰
徳（
深
川
南
１
）松
下
祐
樹（
同
）


白
木
浩
一
郎
（
深
川
南
２
）
村
田
圭


吾
（
深
川
南
３
）
冨
士
名
直
人
（
同
）


中
嶋
秀
雄（
俵
山
１
）加
藤
広
嗣（
同
）


中
谷
民
雄
（
同
）
森
重
秀
睦
（
三
隅


１
兎
渡
谷
）
田
辺
実
（
三
隅
１
上
中


小
野
）
中
原
亨
（
三
隅
２
市
）
岡
田


大
祐（
三
隅
２
中
村
）内
田
健
一（
三


隅
２
野
波
瀬
）
江
本
拓
史
（
同
）
上


田
義
人
（
同
）
吉
村
龍
彦
（
三
隅
３


小
島
）
岡
本
旬
史
（
三
隅
３
豊
原
）


川
田
直
澄
（
同
）
河
﨑
康
史
（
三
隅


３
浅
田
）
梅
田
幸
治
（
三
隅
３
沢
江
）


清
水
健
二（
日
置
１
）岡
山
忠
司（
同
）


藤
岡
亮
宣（
日
置
２
）上
田
弘
文（
同
） ▲観閲行進のようす


▲表彰を受ける東深川保育園幼年消防クラブ


１
月
11
日
（日）
に
行
わ
れ
た
平
成
27
年
長
門
市
出
初
式
で
表
彰


を
受
け
た
の
は
、
次
の
団
体
・
個
人
で
す
。


永
尾
和
彦
（
同
）
後
誠
志
（
日
置
３
）


杉
村
栄
治（
油
谷
人
丸
）角
野
一（
油


谷
河
原
）
市
川
裕
之
（
油
谷
蔵
小
田
）


藤
岡
三
政
（
宇
津
賀
角
山
）
本
永
隆


（
向
津
具
久
津
）
井
上
義
（
向
津
具


大
浦
）
藤
本
清
文
（
向
津
具
本
郷
）


林
優
也
（
同
）
寺
戸
寛
史
（
向
津
具


川
尻
）


山
口
県
消
防
ク
ラ
ブ
連
合
会


会
長
表
彰


優
良
ク
ラ
ブ
指
導
者
表
彰


藤
本
英
子
（
み
の
り
保
育
園
幼
年
消


防
ク
ラ
ブ
）
湯
野
芳
子
（
三
隅
保
育


園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）上
野
陽
子（
向


津
具
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
）


優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰


東
深
川
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ


消
防
団
協
力
事
業
所
認
定
証


交
付


㈱
協
同
丸
水
産
・
特
別
養
護
老
人


ホ
ー
ム
養
寿
苑


▲人員機材点検のようす
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らしの情報く
市
か
ら
の


お
知
ら
せ


く
ら
し
の
情
報


市
営
住
宅
入
居
者
募
集


■
申
込
資
格


①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ


う
と
す
る
親
族
が
い
る
人


②
住
宅
の
困
窮
が
明
ら
か
な
人


③
法
定
の
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人


④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人


■
申
込
方
法　


所
定
の
申
込
用
紙
と


抽
選
会
通
知
は
が
き
に
必
要
事
項


を
記
入
し
、
本
庁
都
市
建
設
課
ま


た
は
各
支
所
経
済
施
設
班
に
提
出


※ 


１
回
の
募
集
で
１
世
帯
１
戸
ま
で


※
抽
選
会
通
知
は
が
き
に
は
52
円
切


手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い


※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン


ロ
ー
ド
で
き
ま
す


■
受
付
期
間　


２
／
２
（月）
〜
19 


（木）


■
抽
選
会　


２
／
26 
（木）　


14
：
00
〜


■
入
居
可
能
日　


４
／
１
（水）
以
降


※
入
居
者
募
集
後
、
申
し
込
み
の
な


　


か
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
抽
選


　


会
の
翌
日
か
ら
随
時
募
集
を
行
い


　


ま
す
。
対
象
住
宅
に
つ
い
て
は
問


　


い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


・
都
市
建
設
課
管
理
係


℡
23
‐
１
１
４
７


・
三
隅
支
所
経
済
施
設
班


℡
43
‐
０
２
７
７


・
日
置
支
所
経
済
施
設
班


℡
37
‐
２
１
６
８


・
油
谷
支
所
経
済
施
設
班


℡
32
‐
１
１
１
４


ひ
と
り
暮
ら
し
の
た
め
の


ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル


　


高
校
を
卒
業
し
、
新
生
活
を
始
め


る
あ
な
た
の
た
め
に
、
簡
単
に
作
れ


る
料
理
の
こ
つ
を
教
え
ま
す
。


　


生
活
の
基
本
は
食
事
か
ら
で
す
。


ひ
と
り
暮
ら
し
を
楽
し
む
た
め
に
参


加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。


■ 


日
時　


３
／
13 


（金）10
：
00
〜
13
：
30


■ 


場
所　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー
２


階
「
調
理
実
習
室
」


■ 


内
容　


調
理
実
習


■ 


対
象　


高
校
３
年
生


■ 


参
加
費　


無
料


■ 


持
参
品　


エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、


認
知
症
相
談
会


　


認
知
症
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て


い
る
人
を
対
象
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が


個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。


■ 


日
時　


２
／
27 


（金）14
：
00
〜
16
：
00


※
受
付
は
、
13
：
30
〜


■ 


場
所　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー
健


診
室


■ 


内
容　


・
認
知
症
専
門
医
に
よ
る
相
談


　


福
永
医
院
院
長　


錦
織
悟
氏


・
介
護
保
険
や
高
齢
者
保
健
サ
ー
ビ


　


ス
な
ど
関
係
制
度
の
紹
介


■ 


定
員　


３
人


■
相
談
料　


無
料


※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


健
康
増
進
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン


　


タ
ー　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
５
７


【
問
】
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る


際
の
清
算
費
用
に
つ
い
て
述
べ
た
文


の
う
ち
、
適
切
な
も
の
を
１
つ
選
ん


で
く
だ
さ
い
。


①
賃
借
人
の
負
担
で
畳
や
襖
な
ど
を


　


取
り
替
え
る
場
合
、
一
部
の
み
の


　


取
り
替
え
は
で
き
ず
、
そ
の
部
屋


　


全
体
を
取
り
替
え
る
義
務
が
あ
る


②
賃
借
人
が
壊
し
た
住
居
部
分
は
、


　


故
意
・
過
失
を
問
わ
ず
賃
借
人
の


　


負
担
で
修
理
す
る


③
貸
し
主
か
ら
費
用
を
請
求
さ
れ
て


　


も
、
黙
っ
て
退
去
し
て
し
ま
え
ば


　


支
払
わ
な
く
て
よ
い


④
ペ
ッ
ト
可
の
住
宅
で
は
、
ペ
ッ
ト


　


が
部
屋
な
ど
を
汚
し
て
も
責
任
を


　


問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い


【
解
説
】
賃
借
人
が
破
損
し
た
場
合
、


過
失
で
あ
っ
て
も
賃
借
人
の
負
担
で


修
理
し
ま
す
。
そ
の
際
、
修
理
す
る


の
は
破
損
部
分
の
最
小
単
位
で
よ


く
、
部
屋
全
体
の
修
理
を
す
る
義
務


は
あ
り
ま
せ
ん
。
貸
し
主
か
ら
修
理


費
用
を
請
求
さ
れ
た
場
合
、
納
得
が


い
か
な
け
れ
ば
そ
の
旨
を
貸
し
主
に


通
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、


ペ
ッ
ト
可
と
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ


と
が
許
可
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味


で
、
部
屋
な
ど
を
汚
し
た
場
合
の
責


任
が
問
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意


味
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


【
回
答
】
②


■ 


問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
　


℡
23
‐
１
１
１
５


骨
の
健
康
づ
く
り
相
談
日


　


市
で
は
、
骨
密
度
測
定
お
よ
び
骨


粗
し
ょ
う
症
予
防
相
談
を
次
の
と
お


り
行
い
ま
す
。


■ 


日
時
／
場
所


・
２
／
12 


（木）　


９
：
30
〜
11
：
30


　


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


・
２
／
19 


（木）　


９
：
00
〜
11
：
30


　


13
：
00
〜
15
：
00


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


消
費
者
力
Ｕ
Ｐ
コ
ー
ナ
ー


チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
（
そ
の
20
）


水
道
管
の
凍
結
に
注
意
を


　


水
道
管
は
、
気
温
が
低
く
な
る
と


凍
結
し
ま
す
。


　


特
に
、
水
道
管
が
む
き
出
し
に


な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
布
や


保
温
チ
ュ
ー
ブ
を
巻
く
な
ど
保
温
対


策
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。


　


ま
た
、
夜
間
は
凍
結
し
や
す
い
た


め
、
浴
槽
な
ど
に
少
量
の
水
を
流
し


て
お
く
と
凍
結
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き


ま
す
。


　


凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、


蛇
口
や
水
道
管
に
直
接
熱
湯
を
か
け


ず
、タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
て
か
ら
、


ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
、
あ
せ


ら
ず
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。


　


水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
水


道
課
ま
た
は
当
番
店
お
よ
び
水
道
指


定
工
事
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。


※
水
道
の
当
番
店
は
30
ペ
ー
ジ
に
掲


　


載
し
て
い
ま
す


■ 


問
い
合
わ
せ　


水
道
課
総
務
係


　
　
　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
６
９


※
夜
間
、
休
日
は
本
庁
お
よ
び
各
支


　


所
宿
直
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い


・
本
庁　
　
　
　


℡
22
‐
２
１
１
１


・
三
隅
支
所　
　


℡
43
‐
０
２
２
１


・
日
置
支
所　
　


℡
37
‐
２
１
１
１


・
油
谷
支
所　
　


℡
32
‐
１
１
１
１


平
成
27
年
度
児
童
ク
ラ
ブ


（
学
童
保
育
）
入
会
者
募
集


　


平
成
27
年
４
月
か
ら
の
入
会
を
希


望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。


　


児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
保
護
者
が
就


労
な
ど
に
よ
り
放
課
後
家
庭
に
い
な


い
児
童
（
小
学
１
〜
３
年
生
）
を
預


か
り
ま
す
。
な
お
、
入
会
児
童
が
定


員
に
達
し
て
い
な
い
場
合
、
小
学
校


４
年
生
以
上
の
児
童
も
入
会
の
対
象


と
な
り
ま
す
。


■ 


定
員


・
深
川
児
童
ク
ラ
ブ　


55
人


・
仙
崎
児
童
ク
ラ
ブ　


30
人


・
三
隅
児
童
ク
ラ
ブ　


35
人


・
日
置
児
童
ク
ラ
ブ　


25
人


・
油
谷
児
童
ク
ラ
ブ　


35
人


■ 


入
会
基
準　


親
、
同
居
の
祖
父
母


な
ど
が
就
労
な
ど
に
よ
り
、
放
課


後
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合


※
同
居
の
65
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て


　


は
就
労
証
明
書
の
提
出
の
必
要
が


　


あ
り
ま
せ
ん


■ 


負
担
金
（
児
童
１
人
に
つ
き
）


　


月
額　


３
、０
０
０
円


※
お
や
つ
代
を
含
み
ま
す
。
減
免
制


　


度
あ
り


■ 


申
込
期
間　


２
／
２
（月）
〜
27 


（金）


■ 


申
込
方
法　


本
庁
福
祉
課
、
三
隅


支
所
総
合
窓
口
課
、
日
置
支
所
総


合
窓
口
課
、
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン


タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必


要
事
項
を
記
入
の
上
、
各
担
当
窓


口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い


■ 


問
い
合
わ
せ


・
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
５
６


・
三
隅
支
所
総
合
窓
口
課


℡
43
‐
２
４
４
４


・
日
置
支
所
総
合
窓
口
課


℡
37
‐
２
１
９
３


・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
33
‐
３
０
２
１


■ 


内
容　


骨
密
度
測
定
（
か
か
と
の


骨
の
測
定
）
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予


防
相
談
、
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り


メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
・
試
食
（
10
：


30
か
ら
30
食
程
度
）


■ 


参
加
費　


無
料


■
問
い
合
わ
せ


・
長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
３


・
三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


℡
43
‐
２
４
４
４


マ
ス
ク


■
申
込
期
限　


３
／
４
（水）


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


℡
23
‐
１
１
３
３


長
門
市
家
族
介
護
教
室


　


市
で
は
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る


家
族
な
ど
が
病
気
の
知
識
や
介
護
方


法
を
学
ん
だ
り
、
交
流
が
図
れ
る
よ


う
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。


■ 


日
時　


３
／
５ 


（木）


　


13
：
00
〜
15
：
00


■ 


場
所　


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


■ 


内
容　


認
知
症
の
家
族
へ
の
支
援


看
護
・
介
護
の
実
際


■ 


講
師　


岡
村
美
智
子
氏
（
福
永
病


院
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
）


■ 


参
加
費　


無
料


■ 


定
員　


40
人
程
度


■ 


申
込
締
切　


３
／
２
（月）


■ 


申
し
込
み
先　


福
永
病
院
重
度
認


知
症
デ
イ
・
ケ
ア
は
ま
ゆ
う


℡
37
‐
３
９
１
１


　


mail ham
ayu@


nagato-fukujyukai.or.jp


■ 


問
い
合
わ
せ


・
長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー


℡
23
‐
１
２
４
４


・
福
永
病
院
重
度
認
知
症
デ
イ
・
ケ


　


ア
は
ま
ゆ
う　


℡
37
‐
３
９
１
１


こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り講演


会


　


こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
ス
ト
レ
ス
や


悩
み
、
不
安
を
抱
え
や
す
い
現
代
の


誰
も
が
、
い
つ
患
う
か
分
か
ら
な
い


病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。


　


市
で
は
、
支
え
合
う
環
境
づ
く
り


を
目
的
と
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く


り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。


　


か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
関
係
に
つ
い


て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
ユ
ニ
ー


ク
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。


■ 


日
時　


３
／
15 


（日）


　


14
：
00
〜
15
：
30


※
受
付
は
、
13
：
00
〜


■
場
所　


ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
大
ホ
ー
ル


■
講
演
テ
ー
マ　


「
か
ら
だ
と
コ
コ


　


ロ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〜
あ
な
た
の
パ
ー
ト


　


ナ
ー
は
大
丈
夫
？
〜
」


■
講
師　


石
藏
文
信
氏
（
医
学
者
、


　


大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
教
授
）


※
テ
レ
ビ
に
も
多
く
出
演
し
、
「
夫ふ


　


源げ
ん
び
ょ
う
病
」
と
い
う
言
葉
の
名
付
け
親


　


と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
な


　


ぜ
妻
は
、
夫
の
や
る
こ
と
な
す
こ


　


と
気
に
食
わ
な
い
の
か 
エ
イ
リ


　


ア
ン
妻
と
共
生
す
る
た
め
の
15
の


　


戦
略
」
な
ど
多
く
の
著
書
も
執
筆


　


し
て
い
ま
す


■
参
加
料　


無
料


※
整
理
券
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）


■
整
理
券
配
布
場
所


　


各
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
医
療
連


　


携
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
・
各


　


公
民
館


※
２
／
２
 （月）
よ
り
配
布
開
始


■
問
い
合
わ
せ


　


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　


　
　


℡
33
‐
３
０
２
１


▲石藏文信 氏







2015.2.1 2021


第
21
回
長
門
市
美
術
展


　


長
門
市
美
術
展
で
は
、
市
民
の
皆


さ
ん
か
ら
美
術
作
品
を
募
集
し
、
そ


の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
表


彰
式
で
審
査
委
員
に
よ
る
受
賞
作
品


の
講
評
も
行
わ
れ
、
受
賞
者
以
外
の


人
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。


　


市
民
の
皆
さ
ん
が
創
作
し
た
美
術


作
品
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
。


■
表
彰
式　


２
／
７
（土）　


10
：
00
〜


■
会
期　


２
／
７
 （土）
〜
15 


（日）


10
：
00
〜
17
：
00


■ 


会
場　


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
「
文
化


情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」


■
入
場
料　


無
料


■ 


問
い
合
わ
せ


　


企
画
政
策
課
企
画
調
整
係　
　
　


℡
23
‐
１
２
２
９


古
文
書
講
座
開
催


　


ふ
る
さ
と
長
門
の
古
文
書
を
教
本


に
、
解
読
講
座
を
開
催
し
ま
す
。


　


古
文
書
の
書
か
れ
た
時
代
に
思
い


を
は
せ
な
が
ら
、
解
読
を
通
じ
て
郷


土
の
歴
史
や
文
化
の
理
解
を
深
め
、


先
人
の
心
情
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん


か
。


■
日
時　


２
／
８
 （日）
、
22 


（日）
、


　


３
／
８
 （日）
、
22 


（日）　


全
４
日
間


　


13
：
30
〜
15
：
30


※
天
候
な
ど
に
よ
り
開
催
日
が
変
更


　


に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
参


　


加
者
に
は
個
別
に
連
絡
し
ま
す


■
場
所　


三
隅
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン


　


グ
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室


■ 


講
師　


土
屋
貞
夫
氏
（
山
口
県
地


方
史
学
会
員
）


■ 


演
題　
「
郷
土
の
古
文
書
を
読
む
」


■
参
加
費　


１
、０
０
０
円（
資
料
代
）


※
会
場
で
徴
収
し
ま
す


■
定
員　


先
着
40
人
程
度


■
申
込
締
切　


２
／
７
 （土）


※
申
し
込
み
は
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス


※
火
曜
日
は
休
館
日
で
す


■ 
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


村
田
清
風
記
念
館


℡
・
FAX 


43
‐
２
８
１
８


排
水
設
備
指
定
工
事
店
の


申
請
受
付


　


平
成
27
年
度
か
ら
の
排
水
設
備
指


定
工
事
店
の
新
規
申
請
を
受
け
付
け


ま
す
。


　


な
お
、
市
内
の
排
水
設
備
工
事
に


つ
い
て
は
、
指
定
工
事
店
で
な
け
れ


ば
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注


意
し
て
く
だ
さ
い
。


■
受
付
期
間　


２
／
２
（月）
〜
27 


（金）


■
指
定
期
間　


４
／
１
（水）
〜
平
成
30


　


年
３
／
31 


（土）


■
申
し
込
み
・ 


問
い
合
わ
せ


　


下
水
道
課
業
務
係℡


23
‐
１
１
７
４


「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で


健
康
づ
く
り
」
の
開
催


■ 


日
時　


２
／
25 
（水）


　


９
：
30
〜
11
：
30


■ 


集
合
場
所　


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
駐


車
場


■ 


内
容　


ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
５
キ
ロ


程
度
）


■ 


持
参
品　


タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運


動
の
で
き
る
服
装


■ 


参
加
費　


無
料


■ 


申
込
締
切　


２
／
23 


（月）


■ 


問
い
合
わ
せ　


三
隅
保
健
セ
ン


タ
ー　
　
　
　


℡
43
‐
２
４
４
４


■ 


日
時　


３
／
22 


（日）


・
式
典　


９
：
30
開
会


・
講
演
会　


　


11
：
00
〜
12
：
30
（
予
定
）


■
場
所　


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と


■
講
演
テ
ー
マ　
「
み
ん
な
ち
が
っ


　


て
、
み
ん
な
い
い
」


■
入
場
料　


無
料


※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す


■
申
込
方
法　


往
復
は
が
き
に
必
要


　


事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で


　


く
だ
さ
い


※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
申


　


し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す


※
郵
便
料
金
が
不
足
す
る
場
合
は
、


　


受
付
で
き
ま
せ
ん


■
申
込
締
切　


２
／
27 


（金）
必
着


※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の


　


上
、
結
果
を
３
月
中
旬
ま
で
に
発


　


送
し
ま
す


■ 


問
い
合
わ
せ　


総
務
課
行
政
係


　
　


℡
23
‐
１
１
１
２


講師　乙武洋匡 氏


長
門
市
合
併
10
周
年
記
念
講
演
会


　


市
で
は
、
３
月
22
日
に
合
併
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、


長
門
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。


　


式
典
終
了
後
、
乙
武
洋
匡
氏
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
観


覧
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。


759-4192


長門市役所
総務課
「合併10周年
　記念講演会」
　　　　　　係


※何も
　書かないで
　ください


観覧希望者の
 ・郵便番号
 ・住所
 ・氏名


観覧希望者の
 ・住所
 ・氏名
 ・電話番号
※２人の場合
　は、それぞれ
　記入する


往信おもて


往信 返信


返信うら 返信おもて 往信うら


み
ん
な
ち
が
っ
て
、み
ん
な
い
い※往復はがき以外での申し込みは無効となります


【往復はがきの記入方法】


■ 問い合わせ
　防災危機管理課
　℡２３‐１１１１


冬用タイヤの装着を
お願いします！


■ 問い合わせ


● 


第
１
回
全
日
本
女
子
総
合
選
手
権


（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）
／
12
月
20
日
〜


21
日
／
渋
谷
区
・
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ


ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー


　


西
嶋  


桃
香
（
深
川
小
学
校
６
年
）


全
国
大
会
出
場


  


お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


　
出
場
選
手
・
大
会
名
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）


● 


第
33
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜


大
会
／
１
月
10
日
〜
11
日
／
鹿
児


島
市
・
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ


　


奈
古  


澄
香（
大
津
緑
洋
高
校
２
年
）


▲西嶋桃香さん▲奈古澄香さん


● 


第
20
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
・
ラ
グ
ビ
ー


フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
／
12
月
29
日


〜
31
日
／
東
大
阪
市
・
近
鉄
花
園


ラ
グ
ビ
ー
場
・
東
大
阪
市
花
園
中


央
公
園
多
目
的
球
技
広
場
（
ト
ラ


イ
ス
タ
ジ
ア
ム
）


　


河
本  


雄
希（
深
川
中
学
校
３
年
）


▲河本雄希さん


● 


Ｕ
18
花
園
女
子
セ
ブ
ン
ズ
／
12
月


27
日
／
東
大
阪
市
・
近
鉄
花
園
ラ


グ
ビ
ー
場
第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド


　


泉  


奈
々
美（
大
津
緑
洋
高
校
２
年
）


▲泉奈々美さん


春
休
み
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト


参
加
者
募
集


【
み
す
ゞ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
】


「
仙
崎
★
み
す
ゞ
★
ま
ち
な
か
ギ
ャ


ラ
リ
ー
」
を
ク
イ
ズ
で
巡
る
仙
崎
ま


ち
歩
き


■
開
催
期
間　


３
／
15 


（日）
〜
29 


（日）


■
受
付
時
間　


９
：
00
〜
16
：
00


※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要


■
コ
ー
ス


⑴
30
分
コ
ー
ス　


金
子
み
す
ゞ
記
念


　


館
〜
八
坂
神
社
〜
金
子
み
す
ゞ
記


　


念
館


⑵
60
分
コ
ー
ス　


仙
崎
駅
〜
金
子
み


　


す
ゞ
記
念
館
〜
Ｍ
２
０
０
０
０
〜


　


八
坂
神
社
〜
仙
崎
駅


※
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
の
観
覧
時
間


　


は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん


※
市
民
は
観
覧
無
料
で
す
。
住
所
の


　


分
か
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な


　


ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い


■
受
付
・
ク
イ
ズ
シ
ー
ト
回
収
場
所


　


仙
崎
駅
観
光
案
内
所
・
金
子
み
す


　


ゞ
記
念
館


■
参
加
費　


無
料


■
特
典　


ク
イ
ズ
回
答
者
全
員
に
み


　


す
ゞ
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
ま
す
。
ま


　


た
、
ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か
ら
抽


　


選
で
ふ
る
さ
と
ギ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ


　


ン
ト
し
ま
す


【
み
す
ゞ
フ
ォ
ト
・
ミ
ニ
ロ
ゲ
イ
ニ


ン
グ
】


「
仙
崎
★
み
す
ゞ
★
ま
ち
な
か
ギ
ャ


ラ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
を
も
と
に
制
限
時


間
内
で
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
写
真


撮
影
し
な
が
ら
巡
り
、
得
点
を
競
う


■
日
時　


３
／
22 


（日）９
：
00
〜
13
：
30


■
ク
ラ
ス


・
一
般
大
人
の
部　


チ
ー
ム
全
員
が


　


高
校
生
以
上
の
チ
ー
ム


・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部　


小
・
中
学
生


　


を
最
低
１
人
と
20
才
以
上
の
チ
ー


　


ム
・
シ
ニ
ア
の
部　


チ
ー
ム
全
員
が
55


　


才
以
上
の
チ
ー
ム


■
募
集
人
数　


各
20
チ
ー
ム


※
１
チ
ー
ム
３
人


■
申
込
締
切　


３
／
６
（金）


■
参
加
費　


無
料


■
特
典　


参
加
賞
・
上
位
３
チ
ー
ム


　


に
賞
状
と
副
賞
を
進
呈


■
申
込
方
法　


観
光
課
、
各
支
所
、


　


各
出
張
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
の


　


申
込
用
紙
に
記
入
し
、
観
光
課
に


　


フ
ァ
ッ
ク
ス
、
持
参
ま
た
は
メ
ー


　


ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ　


観
光
課
観
光
振
興


　


係　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
７


FAX 


22
‐
６
４
８
７


　


mail kanko@
city.nagato.lg.jp


臨
時
職
員
募
集


　


市
で
は
、
年
間
を
通
し
て
臨
時
職


員
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。


■ 


職
種
、
応
募
資
格
な
ど


・
事
務


・
保
育
士
・
保
健
師
・
社
会
福
祉
士


　


な
ど
（
資
格
証
の
写
し
が
必
要
）


■ 


登
録
か
ら
採
用
ま
で


　


臨
時
職
員
採
用
の
必
要
が
生
じ
た


　


場
合
、
登
録
者
の
中
か
ら
条
件
に


　


合
う
人
を
該
当
課
が
選
考
し
、
採


　


用
し
ま
す


■ 


登
録
（
申
し
込
み
）
方
法　


市
販


の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要


事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ


さ
い


■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　


総
務


　


課
人
事
係　
　


℡
23
‐
１
１
１
４


地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
募
集


　


市
で
は
新
年
度
か
ら
着
任
す
る
地


域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
て
い


ま
す
。
現
在
、
都
市
部
に
居
住
し
て


お
り
、
地
方
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
い


た
い
と
考
え
て
い
る
若
者
（
Ｕ
タ
ー


ン
者
も
可
）
が
対
象
で
す
。


■ 


募
集
締
切　


２
／
10 


（火）


■ 


問
い
合
わ
せ　


企
画
政
策
課
企
画


調
整
係　
　
　


℡
23
‐
１
２
２
９







市
役
所
本
庁
舎
の
改
築
に
つ
い
て


意
見
を
募
集
し
ま
す


2015.2.1 2223


　


市
で
は
、
平
成
26
年
11
月
に
民
間
委
員
14
人
を
含
む
「
庁
舎
整
備


検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。


　


新
庁
舎
改
築
に
向
け
て
、
新
た
な
庁
舎
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
提
案


や
意
見
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。


市
役
所
本
庁
舎
の
改
築
に
つ
い
て


意
見
を
募
集
し
ま
す


　


平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た


「
東
日
本
大
震
災
」
は
、
各
地
に
未


曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。


　


こ
の
震
災
に
お
い
て
、
災
害
対
策


機
能
を
有
す
る
多
く
の
自
治
体
庁
舎


が
被
害
を
受
け
、
復
旧
や
復
興
に
少


な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
結
果
と
な


り
、
庁
舎
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識


さ
れ
ま
し
た
。


　


市
役
所
本
庁
舎
は
、
昭
和
38
年
の


建
築
後
50
年
以
上
が
経
過
し
、
耐
震


性
が
極
め
て
低
い
と
の
診
断
を
受


け
、
機
能
性
に
も
大
き
な
課
題
を
抱


え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
庁
舎
に


は
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
求


め
ら
れ
て
お
り
、
災
害
に
迅
速
に
対


応
す
る
た
め
の
速
や
か
な
改
築
が
必


要
で
す
。


　


改
築
に
当
た
っ
て
は
多
額
の
費
用


を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
財
政
的
な
負


庁舎改築の検討状況について
年　月 件　名 内　容


平成15年10月 耐震第1次診断 震度5以上の地震で倒壊のおそれがあると診断された


平成20年3月 長門市耐震改修促進計画策定 公共的な建築物耐震化の目標として、庁舎など防災
上重要な施設については、目標を90％とする


平成21年3月 長門市公共施設耐震化促進計画策定 本庁舎は、耐震性能が低く、その経過年数から判断
して改築が必要とされた


平成21年11月～24年1月 長門市庁舎改築検討委員会設置
本庁舎の今後のあり方を議論
4回の委員会を開催し、「本庁舎については、南側駐
車場での建て替え検討」する旨を市長に報告


平成24年6月 合併特例債延長法成立 適用期限が平成31年度まで延長された


平成25年3月 平成25年度施政方針（25年3月議会） 本庁舎の建て替えについて、早い段階で方向性を判
断する旨を示した


平成25年9月 長門市市有施設耐震化整備方針策定


本庁舎は防災拠点として、災害に早急に対応するた
め速やかな整備が必要で改築に当たっては、市の財
政的な負担軽減を図るため、合併特例債の活用が求
められ、適用期限までの完成を目指す方針を示した


平成26年3月 新市建設計画への本庁舎改築計画の計上


合併特例債の適用条件である新市建設計画への本庁
舎改築事業を追加することについて、三隅・長門・
日置・油谷の各地域審議会の了承を受け、議会で承
認された


平成26年4月 長門市庁舎改築検討委員会設置 庁舎改築について検討を行い、8月に「庁舎改築検討
報告書」を作成


平成26年11月 長門市庁舎整備検討委員会設置 庁舎整備の基本構想策定を行うため、現在2回の委員
会を開催している


担
軽
減
を
図
る
た
め
、
有
利
な
起
債


で
あ
る
「
合
併
特
例
債
」
を
活
用
す


る
方
針
で
す
。


■
内
容　


庁
舎
整
備
に
向
け
、
新
庁


　


舎
整
備
に
対
す
る
想
い
や
規
模
、


　


求
め
る
機
能
に
つ
い
て
、
意
見
を


　


募
集
し
ま
す


■
応
募
方
法　


持
参
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、


　


郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出


　


し
て
く
だ
さ
い


■
様
式　


任
意
の
様
式


※
住
所
・
氏
名
を
明
記


■
応
募
締
切　


２
／
27 


（金）


■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　


　


〒
７
５
９
‐
４
１
９
２


　


長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
番
地
２


　


長
門
市
役
所
総
務
課
行
政
係


℡
23
‐
１
１
１
２


FAX 


22
‐
６
３
４
５


mailgyosei@
city.nagato.lg.jp


－


新
庁
舎
の
完
成
は
平
成
31
年
度
の
予
定


－


山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙


立
候
補
予
定
者
説
明
会


　


４
月
12
日
（日）
、
山
口
県
議
会
議
員


一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。


　


長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、


立
候
補
の
届
出
な
ど
の
説
明
会
を
次


の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
立
候


補
予
定
者
ま
た
は
代
理
人
は
出
席
し


て
く
だ
さ
い
。


　


説
明
会
当
日
は
、
候
補
者
届
出
な


ど
の
関
係
書
類
を
渡
し
ま
す
。


■ 


日
時　


３
／
３ 


（火）　


13
：
30
〜


■ 


場
所　


長
門
市
中
央
公
民
館
１
階


会
議
室
３


■
問
い
合
わ
せ　


選
挙
管
理
委
員
会


　


事
務
局　
　
　


℡
23
‐
１
１
６
７


民
間
事
業
者
と


見
守
り
活
動
の
協
定
を
締
結


　


本
市
と
民
間
事
業
者
７
社
の
間


で
、
長
門
市
地
域
見
守
り
活
動
「
ま


め
か
い
ね
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
に


関
す
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
決
定


し
、
12
月
16
日
（火）
に
協
定
調
印
式
を


行
い
ま
し
た
。


　


こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
な
ど
が
住


み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で


き
る
よ
う
、
市
民
と
接
す
る
機
会
の


多
い
生
活
関
連
事
業
者
の
協
力
で
高


齢
者
な
ど
の
異
変
を
早
期
に
発
見
し


必
要
な
支
援
を
行
う
制
度
で
す
。


　


協
力
事
業
者
は
、
通
常
業
務
の
中


で
支
障
の
な
い
範
囲
に
お
い
て
、
高


齢
者
な
ど
の
見
守
り
を
行
い
、
異
変


を
察
知
し
た
場
合
は
市
の
窓
口
へ
、


緊
急
の
場
合
は
消
防
署
・
警
察
署
に


通
報
す
る
も
の
で
す
。
連
絡
を
受
け


た
市
は
、
調
査
・
訪
問
な
ど
を
行
い
、


関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
必


要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。


　


ま
た
、「
ま
め
か
い
ね
ネ
ッ
ト
ワ
ー


ク
」
の
「
ま
め
か
い
ね
」
は
、
こ
の


地
域
の
方
言
で
「
元
気
で
す
か
」
と


い
う
意
味
の
言
葉
で
あ
り
、
協
力
事


業
者
と
連
携
し
て
、
高
齢
者
な
ど
の


元
気
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。


　


市
で
は
、
今
後
も
見
守
り
体
制
の


拡
充
を
図
る
た
め
、
協
力
事
業
者
を


募
集
し
ま
す
。


※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確


　


認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ


　


さ
い


■
協
定
を
締
結
し
た
事
業
者


　


日
本
郵
便
株
式
会
社
（
長
門
市
内


　


郵
便
局
）、
中
国
電
力
株
式
会
社


　


萩
営
業
所
、
山
口
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協


　


会
長
門
支
部
、
日
本
新
聞
販
売
協


　


会
山
口
県
支
部
長
門
市
販
売
店
、


　


生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
や
ま
ぐ


　


ち
、
山
口
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会


　


社
、
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
山
口


　


主
管
支
店
（
順
不
同
・
敬
称
略
）


■
問
い
合
わ
せ　


福
祉
課
福
祉
係


　
　
　


℡
23
‐
１
１
５
７


平
成
27
・
28
年
度


入
札
参
加
資
格
申
請


　


市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
な
ど
や


物
品
そ
の
他
業
務
の
入
札
に
参
加
し


よ
う
と
す
る
業
者
は
、
入
札
参
加
資


格
申
請
を
し
て
登
録
す
る
必
要
が
あ


り
ま
す
。
申
請
要
領
に
従
っ
て
手
続


き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申


請
要
領
、
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


の
「
行
政
情
報
」
↓「
入
札
情
報
」
か


ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。


■ 


申
請
期
間　


２
／
２
（月）
〜
27 


（金）


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


財
政
課
監
理
管
財
係


℡
23
‐
１
１
２
０


日
置
ふ
れ
あ
い
農
園


利
用
者
募
集


■ 


募
集
期
間　


２
／
10 


（火）
〜
３
／
11 


（水）


■ 


貸
付
施
設
数


　


 


鉄
骨
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
２
棟
（
１


人
１
棟
あ
た
り
26
㎡
）


■ 


貸
付
期
間　


 


２
年
間


※
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31


　


日
ま
で


■ 


使
用
料　


１
棟
に
つ
き
年
間


　


６
、
０
０
０
円


※
施
設
な
ど
の
光
熱
水
費
は
使
用
者
負
担


■ 


申
込
資
格　


長
門
市
内
に
住
所
を


有
す
る
人
ま
た
は
団
体


※ 


申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選


と
な
り
ま
す


■ 


申
込
方
法　


募
集
期
間
内
に
、
日


置
支
所
総
合
窓
口
課
経
済
施
設
班


図
書
館
司
書
嘱
託
職
員
・


臨
時
職
員
登
録
募
集


■ 


職
種
、
応
募
資
格
な
ど


・
図
書
館
業
務
（
パ
ソ
コ
ン
操
作
含
む
）


・
図
書
館
司
書
資
格
所
有
者


・
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者


■ 


登
録
か
ら
採
用
ま
で 


　


嘱
託
職
員
ま
た
は
臨
時
職
員
採
用


　


の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
登
録
者


　


の
中
か
ら
条
件
に
合
う
人
を
選
考


　


し
て
採
用
し
ま
す


■ 


勤
務
条
件


・
嘱
託
職
員　


週
４
日
勤
務


・
臨
時
職
員　


週
５
日
勤
務


・
平
日
時
間
差
出
勤


　


８
：
30
〜
17
：
15
／
９
：
30
〜　


　


18
：
15
／
10
：
30
〜
19
：
15


・
土
日
祝
日
勤
務
、
月
曜
日
休
館　


■ 


給
与
な
ど


・
嘱
託
職
員　


１
２
９
、
０
０
０
円


　


（
月
額
）


・
臨
時
職
員　


７
、
１
０
０
円
（
日


　


額
）


・
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇


　


用
保
険
有


・
通
勤
手
当　


片
道
２
キ
ロ
以
上
支


　


給
（
上
限
有
）


■ 


登
録
申
込
方
法　


市
販
の
履
歴
書


（
写
真
貼
付
）
お
よ
び
図
書
館
司


書
資
格
証
明
書
（
取
得
見
込
可
）


の
写
し
を
長
門
市
立
図
書
館
ま
で


提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い


※
登
録
有
効
期
限
は
登
録
日
の
翌
年


　


度
末
ま
で


※
申
込
書
類
の
返
却
は
し
ま
せ
ん


■
問
い
合
わ
せ　


長
門
市
立
図
書
館


　
　


℡
26
‐
５
１
２
３


に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
・


押
印
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い


■ 


問
い
合
わ
せ　


日
置
支
所
総
合
窓


口
課
経
済
施
設
班℡


37
‐
２
１
８
２


▲調印式のようす


　


市
で
は
、
平
成
26
年
11
月
に
民
間
委
員
14
人
を
含
む
「
庁
舎
整
備


検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。


　


新
庁
舎
改
築
に
向
け
て
、
新
た
な
庁
舎
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
提
案


や
意
見
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
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金
子
み
す
ゞ
記
念
館


℡
26
‐
５
１
５
５


み
す
ゞ
児
童
作
品


コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展


　


今
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
市


内
の
小
学
生
か
ら
「
感
想
文
」
、


「
感
想
画
」
お
よ
び
「
自
由
詩
の


部
」
に
あ
わ
せ
て
361
点
の
応
募
が
あ


り
ま
し
た
。


　


そ
の
中
か
ら
「
最
優
秀
賞
」
お
よ


び
「
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ
た
35
点
の


作
品
を
展
示
し
ま
す
。


■ 


日
時　


２
／
１
（日）
〜
28 


（土）


９
：
00
〜
17
：
00


※
入
館
は
、
16
：
30
ま
で


■ 


場
所　


金
子
み
す
ゞ
記
念
館
企
画


展
示
室


文
化
情
報


く
ら
し
の
情
報


版
画
展


－


エ
ッ
チ
ン
グ
・
石
版


画（
リ
ト
グ
ラ
フ
）・
木
版
画


－


　


香
月
の
仕
事
は
幅
広
く
、
油
彩
画


の
ほ
か
に
も
版
画
や
水
彩
画
が
数
多


く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の


中
か
ら
、
版
画
の
仕
事
を
紹
介
し
ま


す
。
生
き
物
や
風
景
な
ど
、
油
彩
と


は
一
味
違
う
作
品
が
並
び
ま
す
。
と


き
に
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
る
作
品
を
ど


う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


●
会
期　


２
／
６ 


（金）
〜
６
／
１ 


（月）


香
月
泰
男
美
術
館


℡
43
‐
２
５
０
０


萩
焼
絵
付
け
教
室


　


香
月
泰
男
は
絵
画
作
品
だ
け
で
な


く
、
萩
焼
の
湯
呑
み
や
皿
に
絵
付
け


を
施
し
ま
し
た
。


　


こ
の
教
室
で
は
、
絵
付
け
体
験
の


ほ
か
、
香
月
の
描
い
た
萩
焼
の
絵
付


け
作
品
の
鑑
賞
を
行
い
ま
す
。


●
日
時　


３
／
１ 


（日）


　


①
10
：
00
〜　


②
14
：
00
〜


●
定
員　


各
回
20
人
（
要
予
約
、
定


　


員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）


●
料
金　


１
、０
０
０
円


●
協
力　


泰
誠
窯
（
大
野
誠
二
氏
）


●
申
込
締
切　


２
／
22 


（日）


※
教
室
は
、
１
時
間
程
度
で
す


※
作
品
は
焼
成
し
、
後
日
引
渡
し
ま


　


す
※
絵
付
け
は
、
15
㎝
四
方
の
角
皿
に


　


行
い
ま
す


「広報ながと」への広告掲載の申し込みは、㈱ホープへ　℡ 092-716-1404


ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


℡
33
‐
０
０
５
１


ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
歌
謡
祭


２
０
１
５


●
日
時　


２
／
15 


（日）　


13
：
30
開
演


●
内
容


・
第
１
部
「
お
楽
し
み
ス
テ
ー
ジ
」


　


地
元
有
志
の
皆
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ


　


に
立
ち
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す


・
第
２
部
「
夢
の
ス
テ
ー
ジ
」


　


４
人
の
演
歌
歌
手
に
よ
る
豪
華
な


　


ス
テ
ー
ジ
を
お
届
し
ま
す


●
出
演
者　


か
ず
み
、
谷
口
修
三
、


　


謝
宛
君
、
山
口
艶
華


●
入
場
料　


一
般　


２
、０
０
０
円


明
倫
小
学
校
児
童
に
よ
る


子
ど
も
お
も
ち
ゃ
展


　


香
月
泰
男
の
母
校
・
明
倫
小
学
校


の
児
童
が
廃
材
を
利
用
し
た
「
お
も


ち
ゃ
」
制
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
廃


材
の
形
を
上
手
に
利
用
し
た
、
自
由


な
発
想
と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
作
品
を


お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


●
会
期　


３
／
２ 


（月）
ま
で


【
共
通
事
項
】


●
開
館
時
間　


９
：
00
〜
17
：
00


※
入
館
は
、
16
：
30
ま
で


●
休
館
日　


火
曜
日
、
２
／
３ 


（火）
〜


　


２
／
５ 


（木）


● 


入
館
料


・
一
般　
　
　


500
円


・
小
中
高
生　


200
円


※
市
内
在
住
の
人
は
、
住
所
の
分
か


　


る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を


　


提
示
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す


み
ん
な
の掲


示
板


く
ら
し
の
情
報


県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集


■
応
募
資
格


・
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と


す
る
親
族
が
あ
る
人


・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら


か
な
人


・
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
し


て
い
る
人


・
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ


う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な


い
こ
と


■
募
集
団
地　


長
門
市　


田
屋
、
東


深
川
、
深
川
湯
本


■
申
込
方
法　


（
一
財
）
山
口
県
施


設
管
理
財
団
山
口
支
所
へ
入
居
申


込
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い


※
入
居
申
込
書
は
、
（
一
財
）
山
口


県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所
お
よ


び
長
門
土
木
建
築
事
務
所
１
階
に


あ
り
ま
す


■
受
付
期
間


　


２
／
20 


（金）
〜
28 


（土）
（
消
印
有
効
）


■
入
居
予
定　


４
月
下
旬


■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


〒
７
５
３
‐
０
０
８
２


　


山
口
市
水
の
上
町
１
‐
７


　


（
一
財
）
山
口
県
施
設
管
理
財
団


山
口
支
所


℡
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４


暴
力
追
放
出
張
相
談
所
開
設


■ 


日
時　


２
／
17 


（火）


　


13
：
30
〜
16
：
00


■
場
所　


長
門
市
中
央
公
民
館
１
階


　


会
議
室
３


■ 


内
容　


暴
力
団
な
ど
の
反
社
会
的


勢
力
に
関
す
る
困
り
ご
と
な
ど
に


つ
い
て
、
専
門
家
が
無
料
で
相
談


に
応
じ
ま
す


■ 


問
い
合
わ
せ


・（
公
財
）
山
口
県
暴
力
追
放
運
動


　


推
進
セ
ン
タ
ー


　


℡
０
８
３
‐
９
２
３
‐
８
９
３
０


・
山
口
県
警
察
本
部
組
織
犯
罪
対
策
課


　


℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
０
１
１
０


山
口
県
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品


安
心
使
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー


■ 


日
時　


２
／
15 


（日）


　


13
：
30
〜
15
：
50


■
場
所　


デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
防
府
２


　


階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル


■
内
容


・
基
調
講
演「
知
っ
て
お
く
と
、き
っ
と


温
泉
学
講
演
会


■ 


日
時　


３
／
５ 


（木）　


13
：
00
〜


■
場
所　


下
関
シ
ー
モ
ー
ル
ホ
ー
ル


■ 


内
容　
「
温
泉
学
」
と
い
う
分
野


を
切
り
開
い
た
札
幌
国
際
大
学
の


松
田
忠
徳
教
授
に
よ
る
講
演


■ 
問
い
合
わ
せ　


俵
山
温
泉
合
名
会


社　
　
　
　
　


℡
29
‐
０
０
０
１


刈
払
い
機
取
扱
業
務
講
習
会


■ 


日
時　


２
／
20 


（金）


　


９
：
30
〜
16
：
30


■
場
所　


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
大
会
議
室


■ 


対
象　


55
歳
以
上
で
市
内
在
住
の
人


■ 


募
集
人
数　


先
着
50
人


※
人
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す


■ 


受
講
料　


２
、０
０
０
円


■ 


申
込
締
切　


２
／
13 


（金）


※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
５
６
３
９


な
が
と
起
業
塾


フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座


　


長
門
市
お
よ
び
長
門
商
工
会
議
所


で
は
、
弁
護
士
・
中
小
企
業
診
断
士


の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
を
保
有
す
る


牛
見
和
博
氏
を
講
師
に
招
き
、
フ
ォ


ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
個
別


相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。


■ 


日
時


・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー


　
「
顧
客
・
販
路
開
拓
」
と
「
起
業


　


に
お
け
る
法
律
問
題
」


　


２
／
21 


（土）　


13
：
00
〜
15
：
00


・
個
別
相
談
会


　


２
／
21 


（土）　


15
：
00
〜
17
：
00


　


３
／
７ 


（土）　


13
：
00
〜
17
：
00


※
個
別
相
談
会
は
事
前
予
約
制
で
す


■
場
所　


長
門
市
中
央
公
民
館
１
階


　


会
議
室
２
・
３


■ 


対
象


①
な
が
と
起
業
塾
２
０
１
４
受
講
生


②
市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
で
起
業


　


を
考
え
て
い
る
人


③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人


⑴
近
々
、
独
立
・
起
業
を
目
指
す
人


⑵
起
業
後
、
お
お
む
ね
３
年
未
満
の
人


⑶
す
で
に
事
業
者
の
人
で
、
新
規
事


　


業
を
考
え
て
い
る
人


■ 


定
員　


20
人
程
度


■
参
加
費　


無
料


■
申
込
方
法　


参
加
申
込
書
に
必
要


　


事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
す
る


■ 


申
込
締
切　


２
／
16 


（月）


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


商
工
水
産
課
商
工
振
興
室


℡
23
‐
１
１
３
６


　


役
立
つ
薬
の
知
識
２
０
１
５
」


　


古
川
裕
之
氏
（
山
口
大
学
大
学
院


　


医
学
系
研
究
科
教
授
）


・
特
別
講
演
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬


　


品
の
新
た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」


　


武
藤
正
樹
氏
（
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ


　


ク
医
薬
品
学
会
代
表
幹
事
）


■ 


対
象　


一
般
県
民
、医
療
関
係
者
、


学
生
（
看
護
科
な
ど
）


■ 


参
加
料　


無
料


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


山
口
県
健
康
福
祉
部
薬
務
課
製
薬


　


指
導
班


　


℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
０
２
３


▲動物シリーズ石版画集Ⅰ
　　動物園にて








　


新
春
恒
例
の
長
門
市
成
人
式
が
１


月
３
日


（土）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
行


わ
れ
、
成
人
と
な
っ
た
375
人
の
う
ち


290
人
が
出
席
し
ま
し
た
。


 　


式
で
は
大
西
市
長
が
「
今
日
は


皆
さ
ん
に
、
三
隅
出
身
の
香
月
泰
男


画
伯
の
『
一
瞬
一
生
』
と
い
う
言
葉


を
贈
り
ま
す
。
一
瞬
に
一
生
を
か
け


る
と
き
も
あ
る
、
一
生
が
一
瞬
に
思


え
る
と
き
が
あ
る
。
人
生
の
岐
路
に


立
っ
た
時
に
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し


て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。


 　


新
成
人
を
代
表
し
て
、
三
隅
地
区


の
福
田
幸
さ
ん
が
二
十
歳
の
声
と
し


て
「
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
父
、
母
、


家
族
、
教
育
機
関
の
先
生
た
ち
、
地


域
の
人
た
ち
、友
達
。『
あ
り
が
と
う
』


を
伝
え
た
い
人
が
ま
ぶ
た
に
浮
か
び


ま
す
。
ま
た
、
今
、
世
界
の
あ
ち
こ


ち
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り


前
の
こ
と
が
夢
に
な
っ
て
い
る
人
た


ち
が
い
ま
す
。
水
が
飲
み
た
い
、
勉


強
し
た
い
、
大
人
に
な
り
た
い
、
生


き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
、
思
っ
て
い


東深川地区


「新成人から見た長門の姿」の発表


375人が大人の仲間入り


平成 27年


長門市
成人式


15


る
人
た
ち
。
当
た
り
前
が
奇
跡
で
あ


る
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思


い
ま
す
。
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
立
ち
、


何
ご
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く


こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。


 　


ま
た
、「
新
成
人
か
ら
見
た
長
門


の
姿
」
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ


た
結
果
、「
食
べ
物
が
お
い
し
い
」「
人


が
や
さ
し
い
」「
い
な
か
」「
自
然
が


豊
か
」
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
新
成


人
が
多
く
い
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま


し
た
。


　


五
本
締
め
で
式
が
締
め
く
く
ら


れ
、
地
元
企
業
か
ら
の
協
賛
に
よ
る


お
楽
し
み
抽
選
会
や
、
ア
ト
ラ
ク


シ
ョ
ン
と
し
て
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
が


行
わ
れ
た
後
、
地
区
ご
と
に
記
念
撮


影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


新成人代表の福田幸さん







通・仙崎地区


三隅地区 西深川・深川湯本・渋木・真木・俵山地区


日置地区


1617 2015.2.1







油谷地区


182015.2.1


▲ ALL ♡ HeART ミニライブと長州ハッピー・スマイル・ときめき隊のダンス
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118
愛します！守ります！長門の海！


仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240


仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp


船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）


船舶海難 人身事故


隻


数


死
亡
者


行
方
不
明


人


数


死
亡
者


行
方
不
明


12月 1 0 1 0


平成26年計 7 1 5 1


25年同時期 7 0 10 4


ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!


平
成
26
年
の
海
難
発
生
状
況


　


昨
年
仙
崎
管
内
で
発
生
し
た
船
舶
海
難
の


隻
数
は
７
隻
で
し
た
。


　


海
難
種
類
別
で
は
衝
突
が
２
隻
、
乗
り
揚


げ
が
３
隻
、
そ
の
他
が
２
隻
で
し
た
。
船
種


別
で
は
漁
船
が
４
隻
、
タ
ン
カ
ー
が
１
隻
、


旅
客
船
が
１
隻
、
引
き
船
が
１
隻
で
し
た
。


　


衝
突
・
乗
り
揚
げ
海
難
の
特
徴
と
し
て
、


見
張
り
不
十
分
に
よ
る
事
故
が
多
い
傾
向
に


あ
り
ま
す
。


　
「
航
行
中
の
み
な
ら
ず
、
操
業
中
・
作
業
中


お
よ
び
釣
り
中
も
含
め
た
見
張
り
の
徹
底
、


早
め
の
回
避
」
に
努
め
海
難
ゼ
ロ
を
目
指
し


ま
し
ょ
う
。


アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）
２／７   （土）   13：30～　


　　　　　「リトルモンスター③」
　（33分）


２／28（土）13：30～　
　　　　　「三人の騎士」　　　　


　（72分）


定例行事　＊は、おはなしのへや
 ・さっちゃんのかみしばい＊
　　　　　　２/21（土）11：00 ～　
 ・としょかんひなの会＊ 


２/６（金） 10：30 ～　
 ・かみしばい＊  
 ２/ ７（土）・21（土） 15：00 ～　


 ・おはなしポケット＊
２/14（土） 15：00 ～　


 ・絵本を楽しむ会＊    
 ２/19（木） 10：30 ～　


 ・たまごの会＊
 資料点検のため、お休みします　


 ・おはなしの会＊
 ２/28（土） 15：00 ～　


 ・長門読書会（研修室）
 ２/28（土） 14：00 ～　


 ・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 ２/14（土） ・28（土） 15：30 ～　


 ・ゆりかご（ゆや分館）    
　　　　　　２/24（火） 10：30 ～
移動図書館車
ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 ２ /12（木）
　Ｂコース　 ２ /18（水）
　Ｃコース　 ２ /13（金）


今月のオススメ本
『フォルトゥナの瞳』


　孤独な人生を送る男が、突如手
にした不思議な能力。死の予兆が
視える彼は死が迫る人の運命を変
えようと奮闘する。だが、その行
為は彼に大きな代償をもたらす。
　人は自己を犠牲にしてまで他者
の命を救えるのか？過酷な選択を
迫られた男の苦悩を描いた長編小
説。


百田尚樹／著　新潮社／出版


休
館
の
お
知
ら
せ


　


２
月
11
日


（水・祝）
は
建
国
記
念
の
日
の
た
め
、


本
館
は
休
館
し
ま
す
が
、
分
館
は
開
館
し


ま
す
。


　
ま
た
、
資
料
点
検
の
た
め
、
本
館
は
２
月


23
日
（月）
か
ら
27
日
（金）
ま
で
、
分
館
は
３
月
２


日
（月）
か
ら
６
日
（金）
ま
で
休
館
し
ま
す
。


　


休
館
中
は
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
も
対
応
で


き
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お


願
い
し
ま
す
。


※
資
料
点
検
の
休
館
に
よ
り
、
移
動
図
書
館


　


車
の
運
行
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
の


　


で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す


※
期
間
中
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の


　


予
約
は
可
能
で
す
が
、
予
約
連
絡
な
ど
の


　


配
信
は
停
止
し
ま
す


図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の
使
用
に
つ
い
て


　


図
書
館
の
資
料
を
借
り
る
と
き
は
、
借
り


る
本
人
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
を
使
用
し
て


く
だ
さ
い
。
本
人
以
外
の
人
が
図
書
館
利
用


カ
ー
ド
を
利
用
し
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー


ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
不
要
な
ト
ラ
ブ
ル


を
避
け
る
た
め
に
も
、
本
人
の
図
書
館
利
用


カ
ー
ド
を
使
用
す
る
よ
う
、
協
力
を
お
願
い


し
ま
す
。


映
画
上
映
会
（
入
場
無
料
）
の
お
知
ら
せ


◆
日
時　


２
／
12 


（木）
〜
15 


（日）


　
　


①
10
：
00
〜　


②
14
：
00
〜


◆
上
映
タ
イ
ト
ル


　
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ラ
イ
ア
ン
（
169
分
）」


（
音
声
：
英
語
、
字
幕
：
日
本
語
）


☆
新
着
図
書
☆


（
本
館
） 『
み
な
そ
こ
』
中
脇
初
枝
、『
べ
ん


け
い
飛
脚
』
山
本
一
力
、『
吉
田
松
陰
大
和


燦
々
』
秋
山
香
乃
、『
サ
ラ
バ
（
上
・
下
）』


西
加
奈
子
、『
現
調
』
遠
藤
武
文
、『
夕
張
再


生
市
長
』
鈴
木
直
道　


ほ
か


（
分
館
） 『
親
鸞　


完
結
篇
』
五
木
寛
之
、『
ア


ポ
ロ
ン
の
嘲
笑
』
中
山
七
里
、『
文
、
花
の


生
涯
』
楠
戸
義
明
、『
地
方
消
滅
』
増
田
寛
也
、


『
真
夜
中
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
考
え
た
働
く
幸


せ
』
鎌
田
洋
、『
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
笑
う
な
』


蛭
子
能
収　


ほ
か　


 


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The   Library !


Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより


 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www2.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv


‐2 月の休館日‐
 本　　館　 2(月)・4(水)・9 (月)・ 11（水・祝）・


16(月)・23(月)～ 27(金)
 ゆや分館　 2(月)・9(月)・16（月）・ 23（月）


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
２
／
27 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
00


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


禁
煙
相
談
（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


２
／
10 


（火）　


13
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


２
／
17 


（火）　


14
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


む
し
歯
予
防
教
室（
要
予
約
）


●
対
象　


未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者


●
日
時
／
会
場


　


２
／
26 


（木）　


13
：
30
〜
15
：
00


　


長
門
市
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン


　


タ
ー


※
１
週
間
前
ま
で
に
長
門
市
保
健
セ


　


ン
タ
ー
へ
申
し
込
む


℡
23
‐
１
１
３
３
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ル
ネ
ッ
サ
な
が
と


℡
26
‐
６
０
０
１


・
毎
週
木
曜
日　


９
：
00
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 


・
２
／
４
（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
２
／
９
（月）　


９
：
30
〜
11
：
00


川
尻
老
人
憩
い
の
家


・
２
／
10 


（火）　


９
：
30
〜
11
：
00


宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー


・
２
／
12 


（木）　


９
：
00
〜
11
：
30


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


・
２
／
20 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
00


向
津
具
公
民
館


・
２
／
27 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


育
児
相
談


●
対
象　


乳
幼
児
と
保
護
者


●
日
時
／
会
場


・
２
／
６
（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
２
／
13 


（金）　


10
：
00
〜
11
：
30


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
２
／
18 


（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


　
　
　
　


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


・
２
／
20 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


乳
児
健
康
診
査


岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
22
‐
２
７
１
７  


●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   


　


月
〜
水
・
金
曜
日　


８
：
30
〜
17
：
00


　


木
・
土
曜
日　


８
：
30
〜
12
：
00


長
門
総
合
病
院　


℡
22
‐
２
２
２
０


● 


３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）


　


毎
週
火
曜
日　


13
：
00
〜
14
：
30


●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査


　


２
／
５
（木）
、
12 


（木）
、
26 


（木）


13
：
00
〜
14
：
30


共
通
事
項　


母
子
健
康
手
帳
と
乳
児


一
般
健
康
診
査
受
診
票
を
持
参
し
て


く
だ
さ
い


１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査


●
対
象


　


平
成
25
年
７
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


２
／
４ 


（水）


　
　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
な
ど


３
歳
児
健
康
診
査


●
対
象


　


平
成
24
年
１
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


２
／
24 


（火）13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
な
ど


健
康
相
談


●
対
象　


成
人


●
日
時
／
会
場


健
康
ガ
イ
ド


く
ら
し
の
情
報


健
康
診
査


相 


談


雛
人
形
展


●
と
き　


２
／
18 


（水）
〜
３
／
10 


（火）


　


10
：
00
〜
16
：
00


● 


入
場
料　


無
料


● 


会
場　


文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー


教 


室


カ
ワ
ム
ラ
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ 


２
０
１
５
in
長
門


●
と
き　


４
／
12 


（日）　


14
：
00
開
演


● 


入
場
料　


３
、９
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


● 


発
売
日　


・
友
の
会　


２
／
７ 


（土）　


10
：
00
〜


・
一
般　
　


２
／
14 


（土）　


10
：
00
〜


※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み


お
や
じ
バ
ン
ド
祭
り


●
と
き　


２
／
22 


（日）　


13
：
30
開
演


● 


入
場
料　


１
、
０
０
０
円


※
全
席
自
由
・
税
込


※
未
就
学
児
無
料


●
発
売
日　


発
売
中


桂
文
珍 


独
演
会  


Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ


 


Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ  


〜
一
期
一
笑
〜


●
と
き　


３
／
１ 


（日）　


14
：
30
開
演


●
入
場
料　


４
、７
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


●
発
売
日　


発
売
中








の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与
し
、
楽


し
く
運
動
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
の


健
康
づ
く
り
の
役
に
立
て
る
よ
う


努
力
し
て
い
き
ま
す
。


　


来
年
度
も
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・


ゲ
ー
ム
』
の
普
及
を
目
標
に
出
前


講
座
や
指
導
を
行
う
予
定
に
し
て


い
ま
す
。
出
前
講
座
、
指
導
の
依


頼
、
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
生


涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
連


絡
し
て
く
だ
さ
い
。


長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119


西消防署 ℡ 32-1230


火災時の問い合わせ


 ℡ 22-1414


ホームページ


http://www.city.nagato.yamaguchi.


jp/̃shobo/


火災救急
件数［12月］
（　）内はH26累計


火


災


救
急


建　物
1（10）


林　野
0（4）


車　両
0（2）


船　舶
０（1）


その他
0（6）


164
（1,846）


合　計
1（23）
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肺
炎
は
、
悪
性
新
生
物
・
心


疾
患
に
次
い
で
日
本
人
の


死
因
の
第
３
位
で
す
。
高
齢
者
に
多


い
肺
炎
は
、
長
門
市
で
も
悪
性
新
生


物
に
次
ぐ
死
因
の
第
２
位
と
な
っ
て


い
ま
す
。


　


肺
炎
は
、
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
マ


イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
が
肺
に
入
り
込


み
炎
症
を
起
こ
す
病
気
で
す
。
こ
れ


ら
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
身
体


や
日
常
生
活
の
場
に
存
在
し
て
い
ま


す
が
、
普
段
は
身
体
の
さ
ま
ざ
ま
な


防
御
機
能
に
よ
り
発
症
し
ま
せ
ん
。


し
か
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か


か
っ
た
り
、
持
病
、
加
齢
な
ど
で
体


力
が
衰
え
て
く
る
と
抵
抗
力
が
落


ち
、
そ
こ
へ
病
原
菌
が
入
り
込
む
こ


と
で
発
症
し
ま
す
。


　


ま
た
、
高
齢
者
は
、
飲
食
物
や
唾


液
を
誤ご


え
ん嚥
す
る
こ
と
で
、
口
の
中
の


細
菌
な
ど
を
肺
に
入
れ
て
し
ま
い
肺


炎
を
起
こ
す
こ
と
も
多
く
あ
り
ま


す
。


【
肺
炎
の
症
状
と
し
て
】


・
高
熱
（
38
度
以
上
）
が
続
く


・
咳
が
激
し
い


・
す
ぐ
に
息
が
切
れ
る


・
咳
き
込
む
と
胸
に
痛
み
を
感
じ
る


な
ど
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
場
合


は
高
熱
や
せ
き
な
ど
の
典
型
的
な
症


状
が
出
ず
、
元
気
が
な
か
っ
た
り
食


欲
が
な
い
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
の
で


注
意
が
必
要
で
す
。


【
予
防
法
と
し
て
】


・
う
が
い
や
手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど


　


の
着
用
に
よ
り
菌
を
体
に
入
れ
な


　


い
よ
う
に
す
る


・
歯
み
が
き
な
ど
で
口
の
中
の
清
潔


　


を
保
つ


・
誤ご


え
ん嚥
を
防
ぐ


・
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
体
力
を


　


つ
け
る


・
喫
煙
者
は
禁
煙
を
す
る


・
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
は
治


　


療
を
き
ち
ん
と
受
け
、
日
頃
か
ら


　


健
康
管
理
に
気
を
付
け
る


・
予
防
接
種
を
受
け
る


　


平
成
26
年
10
月
よ
り
高
齢
者
の
肺


炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が
始


ま
り
ま
し
た
。
年
度
ご
と
に
対
象
者


が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
接
種
忘
れ
の


な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。


　
※
次
回
は
「
子
ど
も
の
予
防
接
種
」


　


に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す


29


 　


空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が


続
く
こ
の
時
期
は
、
毎
年
多
く
の


山
火
事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ


の
原
因
と
し
て
は
、
た
き
火
の
不


始
末
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な


ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に


よ
っ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。


　


次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
予


防
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


①
野
焼
き
を
行
う
場
合
は
、
決
し


　


て
一
人
で
は
行
わ
ず
、
複
数
人


　


で
実
施
し
ま
し
ょ
う


②
風
の
強
い
と
き
や
空
気
が
乾
燥


　


し
て
い
る
と
き
は
、
た
き
火
な


　


ど
は
控
え
ま
し
ょ
う


③
山
林
な
ど
に
入
っ
た
場
合
に


　


は
、
喫
煙
を
控
え
ま
し
ょ
う


④
た
き
火
な
ど
を
行
う
場
合
は
事


　


前
に
消
防
署
に
連
絡
し
、
そ
の


　


場
を
離
れ
ず
消
火
の
準
備
を
し


　


て
お
き
ま
し
ょ
う


山
火
事
に
、
注
意
を
！


こ
ん
に
ち
は


ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！


生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５


　


ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
本
年


度
も「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
」


の
普
及
を
目
標
に
活
動
し
て
き
ま


し
た
。
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活


動
依
頼
に
よ
る
出
前
講
座
や
小
学


校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
指
導
、
ス


ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
ス
ポ
少
祭


り
で
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー


ム
」
の
種
目
の
中
か
ら
「
む
か
で


タ
イ
ム
レ
ー
ス
10
」「
ロ
ー
プ
・


ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
・
10
」「
キ
ャ
ッ


チ
ン
グ
・
ザ
・
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
を


行
い
ま
し
た
。


　


こ
れ
ら
の
種
目
は
、
大
人
か
ら


子
供
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、


場
所
も
選
ば
ず
、
体
を
動
か
す
楽


し
み
を
味
わ
い
な
が
ら
健
康
を
維


持
・
増
進
で
き
る
遊
び
感
覚
の
競


技
で
す
。


　


ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー


ム
２
０
１
３
年
度
年
間
ラ
ン
キ
ン


グ
に
お
い
て
、
山
口
県
の
チ
ー
ム


が
多
く
上
位
入
賞
し
て
い
ま
す
。


　


ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、
今
後


も
こ
れ
ま
で
以
上
に
普
及
活
動
や


指
導
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
住
民


▼浅田小クラブ活動にて


　
　
　
　
肺
炎
を
予
防
し
ま
し
ょ
う


童
謡
詩
人
・
金
子
み
す
ゞ
を


テ
ー
マ
に
み
す
ゞ
生
誕
の


地
・
長
門
市
と
創
作
活
動
の
地
・
下


関
を
結
ぶ
山
陰
観
光
列
車
「
み
す
ゞ


潮
彩
」。


　


昨
年
好
評
だ
っ
た
列
車
企
画
第
２


弾
と
し
て
、
み
す
ゞ
潮
彩
指
定
席
車


両
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
実
施
さ
れ
ま


す
。


　


期
間
中
の
前
半
は
、
長
門
市
油
谷


大
浦
の
海
女
士
・
森
永
郁
子
さ
ん
の


ト
ー
ク
。
海
女
士
の
経
験
や
沿
線
ガ


イ
ド
を
行
い
ま
す
。
誇
り
高
き
海
女


士
の
熱
い
語
り
を
お
見
逃
し
な
く
。


　


後
半
は
、
青
海
島
観
光
汽
船
の
女


性
船
員
・
岡
村
有
菜
さ
ん
が
航
海
の


裏
話
や
沿
線
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
語


り
ま
す
。
船
長
デ
ビ
ュ
ー
を
間
近
に


控
え
た
岡
村
さ
ん
の
心
意
気
に
触
れ


て
く
だ
さ
い
。


　


な
お
、
乗
車
し
た
人
に
は
、
う
れ


し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま


す
。
ま
た
、
仙
崎
駅
で
は
山
口
県
Ｐ


Ｒ
本
部
長
「
ち
ょ
る
る
」
に
よ
る
お


出
迎
え
と
お
見
送
り
、「
仙
崎
か
ま


ぼ
こ
」
の
紹
介
や
食
べ
比
べ
な
ど
楽


し
い
企
画
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。


　


こ
の
冬
、
「
五
感
で
味
わ
う
山
陰


の
旅
」
に
出
か
け
、
と
び
き
り
楽
し


い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。


■
実
施
日　


１
／
17 


（土）
〜
３
／
７
 （土）


　


ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
８
回
）


山
陰
観
光
列
車
「
み
す
ゞ
潮
彩
」
お
も
て
な
し
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ


■
実
施
区
間


・
長
門
粟
野
駅
（
11
：
52
）
↓ 


仙


　


崎
駅
（
12
：
31
）


・
仙
崎
駅
（
12
：
47
）
↓
長
門
粟
野


　


駅
（
13
：
25
）


■
場
所　


山
陰
観
光
列
車
み
す
ゞ
潮


　


彩
指
定
席
車
両
（
JR
長
門
粟
野
駅


　


〜
仙
崎
駅
間
の
往
復
）


■
主
催　


長
州
路
観
光
連
絡
会


■
問
い
合
わ
せ


　


観
光
課
観
光
振
興
係　


　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
７


※
み
す
ゞ
潮
彩
指
定
席
車
両
は
、
座


　


席
指
定
券
（
大
人
520
円
、
子
ど
も


　


260
円
）
の
ほ
か
、
乗
車
区
間
分
の


　


乗
車
券
が
必
要
で
す


め
ざ
せ
、健
康
長
寿


健康メモ


み
ん
な
の
元
気
が 


な
が
と
の
元
気


No.22


はじめよう！
　あなたの
　　健康づくり


長門市保健センター
℡ 23-1133


▲スポ少祭りにて


▼わくわく土曜塾にて








酒 　　 …1/4カップ
ダイコンおろし …大さじ 3
万能ネギ  …4 本
ポン酢または
ごまドレッシング …適量


2015.2.1 3031


毎月19日は「ながと食の日」


栄養価（１人分）
エネルギー…274kcal
たんぱく質…18.3g
脂　　　質…14.9g
塩分相当量…1.2g
カルシウム…102mg


ほっちゃテレビ放送予定
2 ／13（金）・2／15（日）


水道修繕当番店（2月）


主食


副菜


主菜


牛乳・乳製品 果物


■食事バランスガイド


消費者トラブルＱ＆Ａ


　クレジットカードを利用する際に、リ
ボルビング払いを勧められることがある


が、どのようなことに注意すればよいだろうか？


　リボルビング払いは、利用金額にかか
わらず、毎月の支払額をあらかじめ指定
した金額にする方式が主流です。しかし、


「元金定額」と「元利定額」では返済時期も変わ
りますので、常に「利用総額」と「手数料」「支
払終了時期」を把握し、計画性を持って利用する
ことが大切です。買い物が増えると、支払いが重
なって返済額が高額になるため、リボルビング払
いを利用する人が増えています。
　月々の支払額が決まっているので、家計管理が
しやすい反面、手数料が常に残高に対して発生す
るため、新たな買い物をすれば、支払総額と支払
い回数が増えていくことになり、支払終了時期な
どが分からなくなることがあります。
　無計画な利用によって過大な借金を抱えたり、
多重債務に陥る危険性に注意しましょう。
　なお、支払残高を繰り上げて支払うことによっ
て早く返済することもできますので、クレジット
会社に問い合わせてみましょう。


クレジットカードのリボルビング払いに注意


Ｑ


Ａ


問い合わせ   長門市消費生活センター 　　℡ 23-1115
　　　　　　 山口県消費生活センター  ℡ 083-924-0999


作り方
①白菜はざく切り、ニンジンは短冊切り、ニラは 3～ 4cmの長さに切る
②モヤシはざく切りにし、シメジはほぐす
③①②の材料を鍋に入れ、覆いかぶさるように豚肉を広げて並べる
④③に塩を振って酒を回しかけ、ふたをして 10 ～ 15 分蒸す
⑤ダイコンをおろし、万能ネギを小口切りにする
⑥蒸し上がったら器に盛り、⑤のダイコンおろしを載せて万能ネギを散し、ポン酢また
　はごまドレッシングをかける


食推おすすめ料理


材　料（４人分）


長門市食生活改善推進協議会


ワンポイントアドバイス
野菜なら何でも応用できます。お好みの野菜をたっぷり取り入れましょう


※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください


白菜 　　 …500g
ニンジン 　 …200g
ニラ  …100g
モヤシ  …200g
シメジ  …100g
豚肉薄切りロース …300g
塩  …小さじ 1弱


野菜と豚肉のヘルシー蒸し　ー手軽に野菜たっぷり ー


2 月のカレンダー 2015 February ２
１ 日


●第48回日置駅伝大会／日置地区／9時～（スタート10時20分）　●みすゞ児童作品コンクール優秀作品展／金子
みすゞ記念館／9時～／28日まで　●ちびなが商店街をつくろう10・わいわいフェスタ／ルネッサながと／10時～


２ 月
●行政相談／日置支所／10時～12時　


３ 火
●行政相談／三隅支所／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡
0838-24-0500）


４ 水


５ 木
●5歳児すこやか相談会／長門市保健センターほか／13時～／要申込（℡23-1258）


６ 金
●版画展ーエッチング・石版画（リトグラフ）・木版画ー／香月泰男美術館／6月1日まで


７ 土
●第21回長門市美術展／ルネッサながと／10時～／15日まで　


８ 日
●古文書講座／三隅農業者トレーニングセンター／13時30分～／要申込（℡43-2818）


９ 月
●市・県民税申告相談／三隅・油谷地区会場／9時～16時（要日程確認）


10
火


上下水道使用料納期限（通・仙崎・日置・油谷地区）　●行政相談／ラポールゆや／10時～12時　●法律相談／
長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●禁煙相談／長門健康福祉センター／
13時～16時／要予約（℡22-2811）　


11 水


建国記念の日


12 木


●骨の健康づくり相談日／三隅保健センター／9時30分～11時30分　●無料法律相談／日置保健センター／10時～15
時／要予約（℡23-1299）　●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時


13 金


14 土


●ＬＯＶＥ花火inバレンタイン／湯本温泉音信川河川公園／18時30分～20時30分


15 日


●第21回青海島健康マラソン大会／旧青海島小学校周辺／８時20分～　●ラポールゆや歌謡祭2015／ラポールゆ
や／13時30分～


16 月


●酒害相談／長門健康福祉センター／15時～17時／要予約（℡22-2811）　


17 火


●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●暴力団追放出張相談／長
門市中央公民館／13時30分～　●心の健康相談／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）　


18 水


●人権・行政合同相談／市役所本庁市民相談室／10時～12時　●雛人形展／ルネッサながと／3月10日まで


19 木


ながと食の日　●骨の健康づくり相談日／長門市保健センター／9時～11時30分・13時～15時　●発達クリニック／長
門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）　


20 金


●市・県民税申告相談／長門地区会場／9時～16時（要日程確認）　●刈払い機取扱業務講習会／ルネッサながと
／9時30分～16時30分／要申込（℡22-5639）


21 土


●ながと起業塾フォローアップ講座／長門市中央公民館／13時～／要申込（℡23-1136）


22 日


●おやじバンドまつり／ルネッサながと／13時30分～　●古文書講座／三隅農業者トレーニングセンター／13時
30分～／要申込（℡43-2818）


23 月


ながと生涯学習の日


24 火


●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●骨髄バンク登録受付・
Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）　


25
水


●市・県民税申告相談／日置地区会場／9時～16時（要日程確認）　●ウォーキングで健康づくり／ルネッサなが
と駐車場／9時30分～／要申込（℡43－2444）●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-
1299）


26 木


●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時　●むし歯予防教室／長門市地域医療連携支援セン
ター／13時30分～／要申込（℡23-1133）


27 金


●認知症相談会／長門市保健センター／14時～／要予約（℡23-1157）


28 土


* は休日・夜間のみ


●イベント　●相談・健診


※突然の発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市
　応急診療所を受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）


休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月／日 曜 当　番　病　院 電話番号


2 ／ 1 日
長門市応急診療所 27-0199


岡田病院 23-0033


2 ／ 8 日
長門市応急診療所 27-0199


斎木病院 26-1211


2 ／ 11 水
長門市応急診療所 27-0199


長門総合病院 22-2220


2 ／ 15 日
長門市応急診療所 27-0199


岡田病院 23-0033


2 ／ 22 日
長門市応急診療所 27-0199


斎木病院 26-1211


3 ／1 日
長門市応急診療所 27-0199


長門総合病院 22-2220


地　区 道路部分 宅地部分


長門地区 水道課　℡ 23-1171
℡ 22-2111*


㈲天満水道
℡ 26-0024


三隅地区 三隅支所  
℡ 43-0221


森永水道㈱
℡ 43-0552


日置地区 日置支所
 ℡ 37-2111


㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138


油谷地区 油谷支所  
℡ 32-1111


㈱おきた
℡ 32-1034
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長門市のDATA
〔平成27年1月１日〕


人　口 36,786 人 ( -50)
　　男 16,983 人 ( -20)
　　女 19,803 人 ( -30)
世帯数 16,247 世帯 ( -33)


( ) 内は先月比


〔12月分〕 出生 16 人 死亡 49 人
 転入 　52人 転出  69 人
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１
月
11
日
（日）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で


新
春
恒
例
の
長
門
市
消
防
出
初
式
が
行


わ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
ら
約
700
人
が


出
席
し
た
式
典
で
は
、大
西
市
長
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流
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団
長
を
中
心
に
、
長
門
市
消
防
団
ら


し
い
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動
を
し
て
ほ
し
い
」
と
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辞
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述
べ
ま
し
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。
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ご
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に
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列
し
て
の
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閲
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進
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機
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が
行
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ま
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。


　


最
後
に
多
く
の
市
民
が
見
守
る
中
、


一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
被
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彰
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つ
い
て
は
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団
の
活
動
を▲一斉放水では虹もかかった
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主な内容
● 確定申告が始まります　2～ 5ページ
● 「指定緊急避難場所」と「指定避難所」を指定　災害時避難場所　6～7ページ
● 公共施設の大量一斉更新問題  その3　8～ 9ページ
● 長門の人  伊藤 就一 さん　13ページ
● 平成27年  長門市成人式　15～ 18ページ
● くらしの情報　14ページ～
　・市営住宅入居者募集　・認知症相談会　・平成27年度児童クラブ（学童保育）入会者募集
　・古文書講座開催　・合併10周年記念講演会　・臨時職員募集　・市役所本庁舎を改築します
　


長門市消防団の活動を／長門市消防出初式


2
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（平成27年）
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申
告
不
要
で
も
申
告
す
る
と


税
金
が
戻
る
場
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が
あ
り
ま
す


　


所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の


確
定
申
告
は
、
昨
年
１
年
間
の
所
得
の
金


額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
の
額
を
計
算


し
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
な
ど
と
の
過


不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
で
す
。


　


確
定
申
告
の
問
い
合
わ
せ


　


確
定
申
告
に
必
要
な
も
の


　


所
得
税
の
確
定
申
告
は


　
　
　


自
分
で
作
成
し
て
お
早
め
に


確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す


　


確
定
申
告
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
市
が
行
う
今
年
の
市
・
県
民
税
申
告
相
談
会
を
、
２
月
９
日
（月）
か


ら
始
め
ま
す
。
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
早
ま
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
（
詳
し
く
は
、
４
〜
５


ペ
ー
ジ
の
申
告
相
談
日
程
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）


　


な
お
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告
の
受
付
は
、
例
年
ど
お
り
２
月
16
日
（月）
か
ら
３
月
16
日
（月）
ま
で
で
す
。


　


事
業
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（
商
業
、
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、
農
業
、
漁
業
、


医
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等
に
よ
る
所
得
）
や
不
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産
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（
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代
、
家
賃
等
に
よ
る
所
得
）、
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与
、
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当
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的
年
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や
そ
の
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雑
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得
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時
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得
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不
動
産
の
売
却
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ど
に
よ
る
所
得
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あ
る
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で
、
こ
れ
ら
の
所
得
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控
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額
の
合
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額
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超
え
る
人
は
確
定
申
告


を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


●
給
与
所
得
者
の
場
合


　


給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
の
所


得
税
は
、
通
常
、
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ


る
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま


せ
ん
。


　


し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告


を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


①
給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万
円
を
超
え


　


る
人


②
給
与
を
１
ヵ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
給


　


与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得


　


の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人


③
給
与
を
２
ヵ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い


　


て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与


　


の
収
入
金
額
と
、
給
与
所
得
お
よ
び
退


　


職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万


　


円
を
超
え
る
人


　


確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
人
で


も
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定
申
告
を
す
る


と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る
場
合


が
あ
り
ま
す
。


①
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
保
険
金
な
ど
を


　


差
し
引
い
た
自
己
負
担
額
が
一
定
額
以


　


上
の
人


　


税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
で
は
、
パ
ソ


コ
ン
を
使
用
し
て
申
告
書
を
自
分
で
作
成


す
る
た
め
の
入
力
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ


ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。


●
期
間　


２
／
16 


（月）
〜
３
／
16 


（月）


（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）


●
相
談
時
間　


９
：
00
〜
17
：
00


（
受
付
は
、
８
：
30
〜
16
：
00
）


●
会
場　


長
門
税
務
署


　


国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告


書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、


支
度
で
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど


を
入
力
し
て
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
贈


与
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど


の
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ


り
電
子
申
告
が
可
能
で
す
。
ま
た
、プ
リ


ン
タ
ー
で
申
告
書
な
ど
を
印
刷
し
て
税
務


署
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。


　


平
成
27
年
度
の
市
・
県
民
税
の
算
定
の


基
と
な
る
昨
年
１
年
間
の
所
得
金
額
な
ど


を
申
告
す
る
も
の
で
す
。


　


平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
市


内
に
住
所
の
あ
る
人
は
、
原
則
と
し
て
申


告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
告
を


し
な
い
場
合
、
市
・
県
民
税
額
、
国
民
健


康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
お
よ
び
後
期


高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
、
保
育
園
、


公
営
住
宅
、
福
祉
医
療
の
申
請
や
所
得
・


課
税
証
明
の
発
行
な
ど
に
不
都
合
が
生
じ


る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し


て
く
だ
さ
い
。


　


た
だ
し
、
次
の
人
は
申
告
を
す
る
必
要


　


確
定
申
告
が
必
要
な
人


●
年
金
所
得
者
の
場
合


　


公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が
400
万
円


以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る


雑
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額


が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
確
定


申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。


　


な
お
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合


で
も
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ


り
ま
す
。


② 


昨
年
の
途
中
で
勤
め
を
辞
め
た
ま
ま
再


就
職
せ
ず
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な


い
人


③
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
や
大
規
模
改
修
を


　


し
た
人


④ 


火
事
や
台
風
、
盗
難
な
ど
の
被
害
を
受


け
た
人


⑤ 


予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の
必


要
が
な
く
な
っ
た
人


⑥
特
定
の
寄
付
を
し
た
人


●
印
鑑
（
認
印
）


●
申
告
書
用
紙
が
送
ら
れ
て
い
る
人
は
、


　


そ
の
申
告
書
用
紙


● 


各
種
事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、
各
種
収


支
内
訳
書
（
帳
簿
の
記
帳
を
済
ま
せ
、


収
入
・
経
費
ご
と
に
集
計
し
、
領
収
書


は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）


●
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
事
業
用
固
定
資


　


産
償
却
費
が
あ
る
人
は
、
昨
年
５
月
に


　


固
定
資
産
税
納
付
書
に
同
封
し
た
固
定


　


資
産
税
課
税
証
明
書


●
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票


　
（
コ
ピ
ー
不
可
、
原
本
が
必
要
で
す
）


●
社
会
保
険
料
控
除
や
生
命
・
地
震
保
険


　
料
控
除
を
受
け
る
人
は
、
各
種
支
払
証


　


明
書
や
領
収
書


●
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害
者


　


手
帳
な
ど


●
所
得
税
の
還
付
申
告
の
場
合
、
本
人
名
義


　


の
預
貯
金
の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の


● 
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人


は
、
住
民
票
の
写
し
、
登
記
簿
謄
本
ま


た
は
抄
本
、
請
負
契
約
書
ま
た
は
売
買


契
約
書（
収
入
印
紙
貼
付
済
み
）の
写
し
、


住
宅
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
な
ど


所
得
税
に
つ
い
て


■
長
門
税
務
署


（
確
定
申
告
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）　        


℡
22
‐
２
４
４
１


（
選
択
ナ
ン
バ
ー 「
０ゼ
ロ


」）


市
・
県
民
税
に
つ
い
て


■
税
務
課
市
民
税
係　


℡
23
‐
１
１
２
４


が
あ
り
ま
せ
ん
。


① 


所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人


② 


給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
の
済
ん
で


い
る
人


③
公
的
年
金
の
み
で
、
公
的
年
金
の
源
泉


　


徴
収
票
の
内
容
に
変
更
の
な
い
人


※
た
だ
し
、
②
、
③
の
人
で
所
得
控
除
の


　


対
象
と
し
て
、
新
た
に
配
偶
者
控
除
・


　


扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料
控
除
・
生
命


　


保
険
料
等
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寡
婦


　
（
夫
）
控
除
な
ど
を
追
加
す
る
人
は
、


　


申
告
が
必
要
で
す


農
業
・
漁
業
等
事
業
所
得
の


申
告
を
す
る
人
は


　


こ
の
た
び
の
申
告
か
ら
、
記
帳
制
度
の
開


始
に
伴
っ
て
、
収
支
を
集
計
し
た
も
の
か
記


帳
し
た
帳
簿
な
ど
の
資
料
の
持
参
が
必
要
に


な
り
ま
す
。
記
帳
が
済
ん
だ
人
か
ら
申
告
相


談
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
準
備
を
お
願


い
し
ま
す
。
記
帳
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、


申
告
相
談
会
場
に
記
帳
用
の
コ
ー
ナ
ー
を
用


意
し
ま
す
の
で
、
自
身
で
領
収
書
な
ど
の
整


理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
分
か
ら
な
い
点
が


あ
る
場
合
は
、
そ
の
場
で
職
員
に
問
い
合
わ


せ
て
く
だ
さ
い
。


　


そ
の
際
、
農
業
所
得
の
あ
る
人
は
、
農
協


か
ら
送
付
さ
れ
る
営
農
口
座
取
引
通
知
書
（
年


間
集
計
表
）・
農
協
以
外
そ
の
他
必
要
経
費
の


領
収
書
な
ど
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、


米
の
作
付
け
が
あ
る
場
合
は
、
農
協
へ
の
出


荷
数
量
、
保
有
米
数
量
を
把
握
し
て
お
い
て


く
だ
さ
い
。


　


ま
た
、
漁
業
な
ど
事
業
所
得
が
あ
る
人
も
、


収
支
経
費
の
分
か
る
領
収
書
な
ど
の
資
料
を


持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
記
帳
を
し
て
い
な
い


場
合
は
、
申
告
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
せ
ん


の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。


記
帳
制
度
と
は


　


個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
農
業
所
得
、


事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得


が
あ
る
す
べ
て
の
人
に
つ
い
て
記
帳
と
帳
簿


書
類
の
保
存
が
平
成
26
年
１
月
か
ら
必
要
に


な
り
ま
し
た
。


　


記
帳
す
る
内
容
は
、
売
り
上
げ
な
ど
の
収


入
金
額
、
仕
入
れ
や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に


関
す
る
事
項
を
帳
簿
に
記
帳
し
ま
す
。
記
帳


に
あ
た
っ
て
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取
引
ご
と


で
な
く
、
日
々
の
合
計
金
額
の
み
を
ま
と
め


て
記
載
す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
の
記
載


も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
入
金
額


や
必
要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
の
ほ
か
、
取


引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け
取
っ
た


請
求
書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る


必
要
が
あ
り
ま
す
。


●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
領
収


　


書
や
支
払
証
明
書
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
は


　


あ
ら
か
じ
め
対
象
者
、
医
療
機
関
ご
と


　
に
整
理
、
集
計
し
て
お
く
必
要
が
あ
り


　
ま
す
。


　
　


整
理
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
申
告


　


相
談
会
場
に
領
収
書
な
ど
の
整
理
が
で


　


き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
ま
す
の
で
、


　


自
分
で
領
収
書
な
ど
の
整
理
を
し
て
く


　


だ
さ
い
。
不
明
な
点
は
そ
の
場
で
職
員


　


に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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平成27年度  市・県民税申告相談日程


油谷地区


日置地区


●できるだけ指定日にお願いします。指定日に来られない場合は、同一会場の別日か、２月 22日（日）（三隅・
油谷地区）・３月８日（日）（長門・日置地区）、３月 16日（月）（全地区）に受け付けます。
●市役所税務課や各支所地域窓口係で申告相談はできません。


インターネット（e-Tax）でも
申告できます！
　　　http://www.nta.go.jp


検　索国税庁


▲「国税庁」で検索！


三隅地区


月／日 曜 会　　場 午前（9:00 ～ 12:00） 午後（13:00 ～ 16:00）
２／ 20　 金 通出張所 通 1区、2区、3区 通 4区、5区、6区、7区
　　21　 土 - - -
　　22　 日 - - -
　　23　 月 通出張所 通 8区、9区、10区、11区 通 12区、13区、14区、15区、16区
　　24　 火 仙崎公民館 祇園町区、大日比区 南町区、大泊区


　　25　 水 仙崎公民館 鍛冶屋町区、中新町区、新町区、幸町区、
旭町区、錦町区


栄町区、本町区、北本町区、洲崎町区、
今浦町区


　　26　 木 仙崎公民館 鳥越 1区、2区 新屋敷町区、青海区
　　27　 金 仙崎公民館 白潟 1区、2区 白潟 3区、新開町区
　　28　 土 - - -
３／１　 日 - - -
　　２　 月 俵山公民館 木津区、郷区 黒川区、大羽山区
　　３　 火 俵山公民館 小原区、湯町区 上政区、上安田区、下安田区、七重区
　　４　 水 大畑体育館多目的室 渋木 1区、2区、3区、真木区 山小根区、渋木中区、大垰区、坂水区
　　５　 木 物産観光センター 田屋区 湊 1東区、湊 1西区、湊 2区
　　６　 金 物産観光センター 駅前区、湊中央区、中山区 湊 3区、藤中区
　　７　 土 - - -
　　８　 日 物産観光センター 指定日に申告できない人（長門地区） 指定日に申告できない人（長門地区）
　　９　 月 物産観光センター 江良区、緑ケ丘区 正明市 1区、2区、3区
　　10　 火 物産観光センター 下川西区、上ノ原区、後ケ迫区、開作区 正明市 4、5区、上郷区、下郷区
　    11　 水 物産観光センター 境川区、上川西 1区 上川西 2区
　　12　 木 物産観光センター 板持 1区、2区、3区 上川西 3区、板持 4区
　　13　 金 物産観光センター 殿台区、門前区、湯本区、三ノ瀬区 大河内区、小河内区、河原区
　　14　 土 - - -
　　15　 日 - - -
　　16　 月 物産観光センター 指定日に申告できない人（全地区） 指定日に申告できない人（全地区）


長門地区


月／日 曜 会　　場 午前（9:00 ～ 12:00） 午後（13:00 ～ 16:00）
２／９　 月 宗頭文化センター 滝坂、一の瀬、三隅中畑、杉山、樅の木 宗頭、兎渡谷、麓
　　10　 火 県漁協野波瀬支店 野波瀬（1～ 7班） 野波瀬（8～ 15班）
　　11　 水 - - -
　　12　 木 三隅支所 上中小野、大竹 下中小野、辻並、正楽寺
　　13　 金 三隅支所 市、湯免 土手、久原、生島、津雲、飯井
　　14　 土 - - -
　　15　 日 - - -
　　16　 月 三隅支所 三隅中村 向山、平野
　　17　 火 三隅支所 豊原（上・下蓼原・片川・新町・駅前） 豊原（東・沖・上・中・下・西）、二条窪
　　18　 水 三隅支所 上東方、下東方、殿村新開 小島
　　19　 木 三隅支所 浅田 向開作、沢江、上ゲ


20　 金 - - -
21　 土 - - -
22　 日 三隅支所 指定日に申告できない人（三隅地区） 指定日に申告できない人（三隅地区）


３／ 16　 月 物産観光センター 指定日に申告できない人（全地区） 指定日に申告できない人（全地区）


月／日 曜 会　　場 午前（9:00 ～ 12:00） 午後（13:00 ～ 16:00）
２／ 25　 水 黄波戸漁村センター 黄波戸（1～ 4班） 黄波戸（5～ 15班）
　　26　 木 黄波戸漁村センター 黄波戸（16～ 24班）、矢ケ浦 長崎、茅刈
　　27　 金 日置保健センター 黄波戸口、堀田 亀山、亀山団地、古市上、古市下
　　28　 土 -
３／１　 日 -
　　２　 月 日置保健センター 古市新町、古市原小路 上城
　　３　 火 日置保健センター 大内山上、大内山下、畑 国広、真口、新市、農士園、小野地
　　４　 水 日置保健センター 狩宿、一円、川原 向田、東坂本、炭床、北山
　　５　 木
　　６　 金 日置保健センター 日置中村、西坂本、野田南、雨乞 野田北、長行
　　７　 土 -
　　８　 日 日置保健センター 指定日に申告できない人（日置地区） 指定日に申告できない人（日置地区）


３／ 16　 月 物産観光センター 指定日に申告できない人（全地区） 指定日に申告できない人（全地区）


月／日 曜 会　　場 午前（9:00 ～ 12:00） 午後（13:00 ～ 16:00）
２／９　 月 宇津賀集落センター 東立石、西立石 大畠、青村
　　10　 火 宇津賀集落センター 上津黄、東津黄、西津黄 東後畑、小田
　　11　 水 - - -
　　12　 木 県漁協大浦支店 大浦東 大浦西、油谷
　　13　 金 油谷向津具公民館 田久道、白木、久津 大和、南方、本郷、山崎、水岬、上野西
　　14　 土 - - -
　　15　 日 - - -
　　16　 月 県漁協川尻支店 川尻東、上野東 川尻西、中ノ森
　　17　 火 油谷支所 亀田、植松、荒人、有宗 長久、杣地、広中、駅通
　　18　 水 油谷支所 稲石、人丸、大迫 東大坊、芝崎、田上
　　19　 木 油谷支所 大坊、二ノ瀬、坂根、山根 新別名、札場


20　 金 油谷支所 河原浦、大江、浅井、尾崎 里、伊上浦、岡、上り野
21　 土 - - -
22　 日 油谷支所 指定日に申告できない人（油谷地区） 指定日に申告できない人（油谷地区）
23　 月 油谷支所 宮ノ馬場、前方、須方、綾湖、貝川、油谷中畑 上蔵小田、下蔵小田
24　 火 油谷支所 渡場、赤屋、大川尻 掛渕、木吹


３／ 16　 月 物産観光センター 指定日に申告できない人（全地区） 指定日に申告できない人（全地区）
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所
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日置・油谷地区


No. 所在地 指定緊急避難場所
対象となる災害 指　定


避難所洪水 土砂 高潮 地震 津波 火災 内水
1


通
通小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ● ● ●


2 通公民館 ● ● ● ●
3 通体育館 ● ● ● ● ●
4


仙　崎


大日比公会堂 ● ●
5 青海島体育館 ● ● ● ● ●
6 仙崎公民館 ● ●
7 仙崎小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ●
8 仙崎中学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ● ● ●
9 大津緑洋高校　水産キャンパス ● ● ● ●
10 ながと総合体育館 ● ● ● ● ● ● ● ●
11


東深川


大津緑洋高校　大津キャンパス ● ● ● ● ● ●
12 長門市中央公民館 ● ● ● ● ●
13 長門市保健センター ● ● ● ● ●
14 深川小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ●
15 深川中学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ● ● ●
16 深　川


湯　本       
長門農業者トレーニングセンター ● ● ● ● ● ●


17 向陽小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ●


18 渋　木
真　木 大畑体育館 ● ● ● ● ● ●


19
俵　山


俵山公民館 ● ● ● ● ●
20 俵山小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ●
21 俵山湯の家（地域交流ホール） ● ● ● ● ● ●
22 三隅上 宗頭文化センター ● ● ● ●
23


三隅中


湯免ふれあいセンター ● ● ● ● ● ● ● ●
24 三隅中学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ●
25 明倫小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ●
26 三隅保健センター ● ● ● ● ●


27 三隅公民館・三隅農業者
トレーニングセンター ● ● ● ●


28


三隅下


野波瀬三世代交流館 ● ● ● ● ● ●


29 小島漁村センター ● ● ●


30 浅田小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ●


31 三隅勤労者スポーツセンター ● ● ● ●


長門・三隅地区


No. 所在地 指定緊急避難場所
対象となる災害 指　定


避難所洪水 土砂 高潮 地震 津波 火災 内水
32


日置上


神田小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ●
33 日置農村活性化交流センター ● ● ● ● ● ● ●


34 日置中学校（屋内運動場）
（日置地域づくりセンター含） ● ● ● ● ● ● ●


35 日置小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ● ●
36 日置保健センター ● ● ● ● ● ● ●
37 日置農村環境改善センター ● ● ● ● ● ●
38 大津緑洋高校　日置キャンパス ● ● ● ● ● ● ●
39 久　富 あけぼの園（地域交流ホーム） ● ● ● ● ● ● ●
40


新別名
ラポールゆや ● ● ● ● ● ● ● ●


41 油谷保健福祉センター ● ● ● ● ● ● ●
42 油谷小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ● ● ●
43


河　原
菱海中学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ●


44 油谷河原農業研修所 ● ● ● ● ● ●
45 油谷勤労者体育センター ● ● ● ●


46 油　谷
蔵小田 蔵小田交流館 ● ● ● ●


47 伊　上 旧伊上小学校　校舎 ● ● ● ● ● ● ●
48 津　黄


後　畑
宇津賀多目的交流館 ● ● ● ● ● ●


49 宇津賀集落センター ● ● ● ● ●
50


向津具下
向津具公民館 ● ● ● ● ●


51 向津具小学校（屋内運動場） ● ● ● ● ● ● ● ●
52 山口県漁協大浦支店 ● ● ●
53 川　尻 川尻漁村センター ● ● ● ● ●


災
害
時
避
難
場
所


指
定
緊
急
避
難
場
所


　


災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
た


は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合


に
、
そ
の
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め


の
避
難
場
所
。
災
害
の
種
類
に
よ
っ


て
異
な
り
ま
す
。


指
定
避
難
所


　


災
害
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
に


避
難
し
た
住
民
が
、
危
険
性
が
な


く
な
る
ま
で
必
要
な
期
間
滞
在
で


き
る
施
設
。
ま
た
災
害
に
よ
り
家


に
戻
れ
な
く
な
っ
た
住
民
が
一
時


的
に
滞
在
す
る
施
設
。


地
区
一
時
避
難
場
所


　


各
地
区
で
、
災
害
が
発
生
し
た


場
合
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ


が
あ
る
場
合
に
、
切
迫
す
る
危
険


か
ら
一
旦
逃
れ
る
た
め
の
避
難
場


所
と
し
て
自
治
会
や
自
主
防
災
組


織
な
ど
が
決
め
た
施
設
や
場
所
。


　


地
区
一
時
避
難
場
所
を
使
用
す


る
場
合
は
、
事
前
に
自
治
会
や
自


主
防
災
組
織
な
ど
が
、
使
用
す
る


避
難
場
所
の
管
理
者
か
ら
同
意
を


得
て
、
市
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。


対
象
と
な
る
災
害


「
土
砂
」
と
は
、
が
け
崩
れ
・
土


砂
流
・
地
滑
り
の
こ
と
。


「
内
水
」
と
は
、
一
時
的
に
大
雨


が
降
っ
た
場
合
に
、
排
水
施
設
ま


た
は
河
川
に
よ
る
雨
水
の
排
水
が


で
き
ず
に
浸
水
す
る
こ
と
。


「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
と
「
指
定
避
難
所
」
を
指
定


避
難
行
動
の
方
法


　


危
険
な
状
況
で
の
避
難
は
で
き


る
だ
け
避
け
る
よ
う
に
し
、
早
め


の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。


　


切
迫
し
て
い
る
状
況
で
は
、
自


宅
や
近
所
の
２
階
以
上
へ
避
難
す


る
な
ど
の
「
屋
内
安
全
確
保
」
で


命
を
守
る
行
動
が
必
要
な
場
合
も


あ
り
ま
す
。


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


指
定
緊
急
避
難
場
所
と
指
定
避
難
所


　


東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
平
成


　


東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
平
成
252525
年年年年


6
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、「
指
定
緊


「
指
定
緊


「
指
定
緊


「
指
定
緊


「
指
定
緊


「
指
定
緊


急
避
難
場
所
」
と
「
指
定
避
難
所
」
が
明
確
に
区


が
明
確
に
区


が
明
確
に
区


が
明
確
に
区


が
明
確
に
区


が
明
確
に
区


が
明
確
に
区


分
さ
れ
ま
し
た
。


　


こ
れ
を
受
け
、
長
門
市
も
避
難
場
所
な
ど
を
見


　


こ
れ
を
受
け
、
長
門
市
も
避
難
場
所
な
ど
を
見


　


こ
れ
を
受
け
、
長
門
市
も
避
難
場
所
な
ど
を
見


　


こ
れ
を
受
け
、
長
門
市
も
避
難
場
所
な
ど
を
見


　


こ
れ
を
受
け
、
長
門
市
も
避
難
場
所
な
ど
を
見


　


こ
れ
を
受
け
、
長
門
市
も
避
難
場
所
な
ど
を
見


　


こ
れ
を
受
け
、
長
門
市
も
避
難
場
所
な
ど
を
見


直
し
ま
し
た
。


■
問
い
合
わ
せ　


防
災
危
機
管
理
課


問
い
合
わ
せ　


防
災
危
機
管
理
課


問
い
合
わ
せ　


防
災
危
機
管
理
課


問
い
合
わ
せ　


防
災
危
機
管
理
課


問
い
合
わ
せ　


防
災
危
機
管
理
課


問
い
合
わ
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防
災
危
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管
理
課


問
い
合
わ
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防
災
危
機
管
理
課


問
い
合
わ
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防
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危
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管
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課


問
い
合
わ
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防
災
危
機
管
理
課


問
い
合
わ
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防
災
危
機
管
理
課


問
い
合
わ
せ　


防
災
危
機
管
理
課℡℡
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‐
１
１
１
１


‐
１
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１


‐
１
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‐
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公
共
施
設
の
大
量
一
斉
更
新
問
題　
そ
の
３


み
ん
な
で
考
え
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
施
設
の
こ
と


　


先
月
号
ま
で
に
、「
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
、更
新
費
用
が
多
額
の
た
め
、す
べ
て
の
施
設
を
更
新
す
る
こ
と
は
難
し
い
」


こ
と
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
原
因
や
そ
の
解
決
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。


な
ぜ
す
べ
て
の
施
設
の
更
新
が


　
　
難
し
く
な
る
の
か
？


①
施
設
を
利
用
す
る
人
が
減
っ
て
い
く


　


本
市
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
代
の
約


６
６
、０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け


て
お
り
、
直
近
の
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で


は
、
３
８
、３
４
９
人
と
、
平
成
12
年
時
と


比
較
し
て
、
５
、１
２
４
人
の
減
少
と
な
っ


て
い
ま
す
。


　


国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
ま


と
め
た
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
（
平


成
25
年
３
月
推
計
）
に
よ
る
と
、
今
後
、
長


門
市
の
総
人
口
は
約
10
年
後
の
平
成
37
年
に


は
２
９
、８
９
３
人
に
、
さ
ら
に
平
成
52
年


に
は
２
２
、０
８
７
人
ま
で
減
少
す
る
こ
と


が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。


　


年
齢
階
層
別
に
見
る
と
、
老
年
人
口
（
65


歳
以
上
の
人
口
）
は
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い


ま
す
が
、
年
少
人
口
（
０
歳
か
ら
14
歳
の
人


口
）
お
よ
び
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
か
ら
64


歳
の
人
口
）
は
大
き
く
減
少
し
、
少
子
高
齢


②
市
の
収
入
も
減
っ
て
い
く


　


長
門
市
の
財
政
規
模
は
、
年
度
に
よ
っ
て


変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に


200
〜
230
億
円
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
ま
す
。


　


平
成
24
年
度
普
通
会
計
決
算
の
歳
入
（
約


215
億
円
）
の
内
訳
を
見
る
と
、
市
税
や
使
用


料
と
い
っ
た
「
自
主
財
源
」
の
割
合
が
26.8
％


と
山
口
県
内
の
他
市
と
比
較
し
て
最
も
低
く


な
っ
て
い
ま
す
。（
次
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
参
照
）


　


逆
に
、
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
と


い
っ
た
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
依
存
財


源
」
の
占
め
る
割
合
が
73.2
％
と
最
も
高
く


な
っ
て
い
ま
す
。


　


な
お
、「
自
主
財
源
」
の
根
幹
で
あ
る
市


税
収
入
の
推
移
を
見
る
と
、
平
成
19
・
20
年


度
は
、
国
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る


税
源
移
譲
で
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
そ


化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
て
い
く
見
通
し
で


す
。（
左
グ
ラ
フ
参
照
）


　


特
に
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
世
代
で
あ
る


生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
と
、
経
済
全
体


の
規
模
が
縮
小
し
、
市
税
収
入
も
減
少
す
る
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長門市の年齢階層別人口割合推計


10.6 54.9 34.5


9.9 50.6 39.5


9.3 47.3 43.4


8.8 46.2 45.0


8.4 46.5 45.1


8.0 46.7 45.3


8.4 45.9 45.7


年少人口 生産年齢人口 老年人口


れ
以
降
は
、
景
気
後
退
の
影
響
や
都
市
計
画


税
の
税
率
改
正
（
半
減
）
に
よ
り
、
減
少
傾


向
に
あ
り
ま
す
。


　


一
方
、
歳
出
（
約
210
億
円
）
の
状
況
は
、


各
種
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
・
施
設
の
運
営
な
ど


に
か
か
る
人
件
費
や
社
会
保
障
に
関
す
る
費


用
、
市
の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
「
義
務


的
経
費
」
が
50
％
を
占
め
ま
す
。
さ
ら
に
、


こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。（
左
中
グ
ラ
フ
参


照
）


　


ま
た
、
人
口
が
減
少
す
る
と
、
少
な
い
人


数
で
た
く
さ
ん
の
施
設
を
支
え
な
け
れ
ば
な


ら
な
く
な
り
ま
す
。


依存財源　国や県から交付されたり割り当てられる収入（地方
　　　　　交付税、国庫支出金、県支出金、市債など）


自主財源　市が自主的に集められる財源のこと（市税、使用料、
　　　　　手数料、財産収入、繰入金、諸収入など）


③
公
共
施
設
は
必
要
不
可
欠


　


本
シ
リ
ー
ズ
で
出
て
き
た
課
題
を
ま
と
め


る
と
、
現
在
市
が
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の


公
共
施
設
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
続
け
る


こ
と
は
、
財
政
負
担
が
大
き
く
、
非
常
に
難


し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
後
、


施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
や
建
て


替
え
に
必
要
と
な
る
費
用
と
道
路
・
橋
り
ょ


う
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更
新
費
用
が
巨


額
で
あ
り
、
現
状
の
更
新
費
用
の
規
模
を
大


き
く
上
回
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。


　


さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
生
産
年


齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
将
来
の
財
政
状
況


は
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
の
減
少
や
社
会
保


障
費
な
ど
の
経
費
の
増
大
が
予
測
さ
れ
、
公


共
施
設
な
ど
の
改
修
や
更
新
費
用
に
充
当
す


る
財
源
の
確
保
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
も
の


と
想
定
さ
れ
ま
す
。


　


し
か
し
、
学
校
や
集
会
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ


施
設
な
ど
の
公
共
施
設
は
、
私
た
ち
の
生
活


の
中
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で


す
。
市
と
し
て
は
、
大
切
な
公
共
施
設
を
こ


れ
か
ら
も
守
っ
て
い
く
た
め
、
将
来
に
わ
た


り
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
基
本
と
し
、


時
代
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
公
共


施
設
全
体
と
し
て
規
模
や
サ
ー
ビ
ス
を
変
え


て
い
く
こ
と
（
最
適
化
）
に
取
り
組
み
ま
す
。


④
課
題
解
決
に
向
け
て
の
取
り
組
み


　


市
が
、
公
共
施
設
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な


課
題
を
克
服
し
、
こ
れ
か
ら
も
施
設
サ
ー
ビ


ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
の
方
向


性
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
み


ま
す
。


●
適
正
な
保
有 


＝ 


量
の
見
直
し


・
適
正
な
公
共
施
設
の
量
と
機
能
の
見
直
し


●
適
切
な
管
理 


＝ 


質
の
見
直
し


・
施
設
の
計
画
的
な
保
全
や
維
持
管
理
の
効


　


率
化
を
図
り
、
施
設
の
寿
命
を
延
ば
す


●
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営


・
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
安
定
し
た
行


　


財
政
運
営


　


今
後
、
こ
の
「
長
門
市
公
共
施
設
白
書
」


を
第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん


と
と
も
に
将
来
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ


い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
協
力
を
お


願
い
し
ま
す
。


　


次
回
は
、
今
後
の
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て


の
、
基
本
的
な
考
え
方
を
説
明
し
ま
す
。


市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力


あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


　


年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
行
っ
た
「
公
共


施
設
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
結


果
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


な
ど
で
公
表
し
ま
す
。


■
問
い
合
わ
せ　


総
務
課
経
営
改
革
室
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長門市の市税収入の推移
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普通会計決算歳入財源構成比率の比較（平成 24年度）


山口県13市の自主財源比率の平均：42.9％


補
助
費
な
ど
の
「
そ
の
他
経
費
」
を
差
し
引


く
と
、
施
設
の
整
備
に
充
て
る
「
投
資
的
経


費
」
の
歳
出
に
占
め
る
割
合
は
、
13
％
し
か


あ
り
ま
せ
ん
。


　


今
後
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
高
齢


化
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
面
で
ま
す
ま
す
厳
し


く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。


　


併
せ
て
、
歳
出
面
で
も
、
高
齢
化
に
よ
り


社
会
保
障
費
な
ど
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込


ま
れ
、
施
設
の
整
備
に
充
て
る
経
費
を
今
ま


で
ど
お
り
に
捻
出
し
て
い
く
こ
と
は
厳
し
い


状
況
に
あ
り
ま
す
。





